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熟
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法
讀
本』

。『

刑
法
# '
:
論』 )

栗
张
武.
先

敎

鞮(『

婚
姻
法
0 .
;
近
ぬ
化』〕

、.
中
川
善.
之
肋紙

#
:

中
央
：公
输.
m ;
和
八
.年 

芄
月
號
婚
姻
解
消
に
孕
れ
た
る
諸
問
題

」〕

等
の
理
論
に
於
：い
.
て
、'
枝
敷
ゆ
課
論
に' 
’，い
で
は
各
相
藍
を
有
す̂
と
も.
、
I .
间
の
本
；張
.は
皆
玆
に 

.

在
る
|

が
如
き
は
寧
ろ.
論
理
の
疋
當
な
る
歸
夢
で
ぁ% .
:
:ー
方
田
和
^
<
觚
敎
揆0 '
如
<;
婚
姻
に
腓
ず
汰
跃
灰̂

^
贬
を
卧
擞
徵
|

め
ん 

,
.と
す
る
の
4

ハ
改
造
同
年
芄
序
號
％
現
代
_

姻
思
潮
に
於
け
る
働
ん
主
説
と
團
體
主
§

5̂

者
の
亂
氏
と
：は
ま
を
で
取
マ
た
綠
驗
办
$«
く
で
ぽ 

あ
る
が
、
然
も
そ
の
由
っ
て
來
る
理
論
的
也
發
f i
ぼ
等
し
ぐ.
敗
姻
の
本
質.
を
强
：ぐ
自
然
的
事
項

(

&

&
3
广
1
1&0\
1«

^

腐
せ
^ :
^

^
と
こ
^̂

.

併
が
V

;
る
幾
口
の
.：

「

婚
姻」

は
f

實
は
^

性
(0
3

結
合」

そ
4

自
敫
~

^

議

的

と

允

ふ

滌̂

■

と
&

务
方
の
：i

.o
:
て
、、
之
れ
比
素
ょ
りI

の
如
ん
純
姨̂

生
物
擧
的
し
で
あ
る
。
然̂
^
か
性
：

S

合
は
婚
姻
0

恶
滅
的
因
于
に
は 

遊
ひ
&

い
が
¥
そ
れ
拉'1
:

ち
^

婚
姻
で
は
な
：い0(

13
>
: 

. 

- 

/ 

.

パ.：八
13)

；_

抓

稿

儀

_

銮

:

铮
W

41

そ
it
®;

身P

社
會
學
；

g
」

な
る
¥
,
の
で
あ
る̂

r

t

o

n

^

sふ

ほ

婚

姻

ど

家

族

-̂

の
第I

原
;:
-

»
は

全
;<

坐

胸

學

的

教

^
.
の 

で
|>
:

る
ヵ.？
即
ち
秘
0-

保
常
^

:
;̂

る
顿
烈
&

^

生
植
本
能
で
あ
る
。
狳̂

て
婚
姻
衣
家
族
と
の
起
爾̂

-*
:̂
-'
1

灞

的

分

裂

に
J：
つ 

て

馨

す

：る
原
始
的
有
勝||
1
,
、
.'
'
-
'
.
原

形

質

輩

蟲

；の
起
原
と
同
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
進
化
的
淘
汰
の

.法
則
に
ょ
ゐ
諸
器
背
と
薇
機
能
と.
 

の
戴
.タ
.

^
る

分

叱

に

ょ
_

 

斯

く

て

や

，が

て

勘

物

が

_

雄
.の

兩

性

，に
.分
れ
、
意
識
的
刷
經
屮 

樞
$

す
る
に
到
つ
て
电
會
ど
い̂

こ
と
は
、.
_
雄
を
し
て
.生
殖
と
い
ふ
蜇
大
為
機
能.を
艰
た
さ
し
必
る
爲̂

の

暴

德

典

欲

碧

必

^

つ 

た
0
:也

の
»

に

於.い

て

、
は

丫

入

類

は

他

が

動

物

疋

全

く

酷

似

ん

て

ゐ

•̂

ノ
而
し
て
人
類
に
も
他
の
働
物̂
も
^

の

有

ゅ

る

枉

激
^

^

 

性
の
兩
坐
直
训
胞
の
選
衛
的
親
和
を
、
其
の
第
1

原
則
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
洵
に
こi

ま
で
は
單
純
な
る
组_

學
的
現
#

で

あ

；
る

が
:' 

高

等

動

物.の
m

で

は.、.
'，そ

れ

が

社
#

學
的
現
象
と
な
る
。
即
ち
也
萠
欲
望
を
滿
足
さ
せ
た
後
ま
で
も
繼
賴
す
る
結
合
と
炎
飞

0

そ
'し
て 

人

類

の

或

る

、
婚

姻

様

式

—

之1
K

は
人
ょ
-
^
は
寧
ろ
人
類
の
性
的
給
合
様
式

一

^
が
生
す
t

。
8

而
し
て
か
、
名
境
地
に
達
し
た 

人

類

の

性

的

結
^

こ
.そ
、
:-
»
姬
.」

と
し
て
(0

、.
そ
れ
冶
身
の
自
律
的
獨
自
の
存
在
に
到
達
し
戈
も
の
で
あ
る
。
旣
に
如
斯
く
し
て
、
婚

：
 

個
と
は
ム
侗
0

兩
性
關
係
を
栽
趦
と
し
て_

成
せ
ら
る
、
生
活
の
典
同

h
e
b
e
n
s
g
e
m
e
,
i
n
s
c
h
&

自
身
を
指
す
可
き
で
あ
る
。
然
る
忙 

兹
に
こ
.
の

坐

，活

共

同

が

廣

く

一

-

或
は
苊
接
，
間
接
杧
保
族
の
目
的
を
有
す
る
こ
と
に
就
、い
て
は
、
恐
ら
く
は
侗
人
も
多
く
異
論
を
时
む 

.

齡
姻
に
-
於
け
る『

生
：物
學
的
實『

社
#

學
的』

. 

' 

四
.
沉

c

®
Jf
.)



娘
姻
に
於
け
る『

生
物
學
的』

w

f'w
t

食
學
的』
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,
へ
こ
と
を
爲
し
難
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か
.く
考
へ
來
る
i

:t
,は
:'
.と
.
.の
'
坐
活
共
伺
の
弗
礎
を
爲
す
雨
性
結
合
關
係
も
、
こ
の
虫
活
與
同 

態
の
た
め
'
の
も
の
，と■

ふ
こ
と
が
出
來
や
う
で
は
な
い
か
。
尤
よ
り
實
際
に
於
>

て
こ
，
の

目

的

意

識

は

決

し

て

虹

接

に

表

れ

る

.̂
で

は 

_な
く
、
性
情
的
に
然
る
の
で
あ
つ
て
、
理
性
的
に
然
る
の
で
は
な
い
が

o
c15
:
> 

• 

‘ 

： 

：

(

14)

.

. Ch
へ Le

t
o
u
m
e
a
u
,

 

i
w
v
o
l
u
t
i
o
n

 

d
u

. Î
a
r
i
a
g
e
-

 

a
 de

 

F
a
m
i
n
e
,
.

 

100
00
00c

h
a
p
.

 

X
X
.

な
ほ
同
®

第
一
章
及
第
一1

議

照

。

8 

p
 

P
.

 
3
.

 

-
.
.

二

こ，

.'
-
 
:' 

\
 

■

■

■
:
 

■
■ 

•
; 

„ 

. 

.....
 

V
.
.
. 

.

.

. 

- 

. 

.

.

.

. 

'
.
I

ン
 

' 

-

-

.

,

,.

-「

■■
*

.

凡
ゆ
、る
坐
物
は
先
づ
そ
の
個
體
の
維
持
を
必
要
と
す
.る
-a

：
同
時
に
、
，金
體(

種
0

の
永
世
の
龙
め
に.生
殖
し
‘な

く

，
て

は

な

ら

な

い

。 

方
自
然
は
殆
ん
ど
全
べ
て
の
生
物
に.一
宛
の
、坐
活
機
式
を
規
定
し

r

各
の
生
物
は
.之
れ
に
全
く
服
從1

て

力

る
.0

生

殖

の

た

め

、
に

す 

没
兩
露
合
办
方
式
も
亦
從
つ
て
尤
よ
り
同
じ
寒
情
の
下
に
置
か
れ
る

'-
0

唯
だ
獨
り
人
類
の
み
は
そ
う
で
な.い
。
 

- 

V 

■

世
紀
は
l23
c

^『

:\
.
,
㈣
言
ひ
た
ま
ひ
げ
る
ぽ
双㈣

に
^

丨
て
我
等
か
f

の

ど

と
-<
;

我
等
人
を
造
$

之

に

，
海

の

负

と

デ

空

の

^

'<
?
:
家 

:.
:

畜
と
全
地
と
地
に
匍
ふ
所
の
請0'
'

昆
蟲
仏
洽
办
'&

办
^

と
：0',
:'
:
'
-
神

其

、像

の

如

く

に

人

を

浏

造

た

^

へ
り
§:
ち
神
の
像
の
如
く
に
之
を
創
造

ふ
*え 

み
.-て
 

し
卜-
^
'
9 

'

之

を

與

と

女

に

創

造

た

ま

べ

り

』

と
0
:
-
.
而

し

で

神

は

彼

等

を

，視

し

て

『

生
a*
繁

殖
.よ
地

に

滿

盈

，よ

之

れ

^

服

從

せよ』

と
耷

ひ
、
旦

つ『

海 

r

の

魚

と

天

空

の

爲

七

地̂

動

べ

諸
^

の

生

物

を

治

妁

よ

せ

宣

ひ

ま

た

ラ

視

よ

我

全

地

の

商

に

あ

る

^

^

の

な

义

諸

の

が

蔬

と

核

あ

る

木

 

.

.
,
.
慕

の

結

る

樹

と

を

從

等

：に

與

ふ

尨

め

は

汝

：ら

め

：糧

と

な

る

ベ

し
』

？

し

と

宣

つ

た

と

謂

ふ

が

、

然

も

之

れ

が

藥

_

の

木

菓

を

炎

ふ

た

故

 

.

.

.
'か

否

か
.は

知

ら

ず

、

兎

も

角

も

事.實

に

於
.い
：.：：て

，：

E:

然

は

ア

ダ

，ム

の

苗

裔

に

杏

か

で

あ

る

。

自

然

の

與

ふ

る

も

の

を

自

然

の

次

宇

の

.命

ず

 

る

が

像

に

拿

け

る

だ

け

、で

は

、
：
遂

に
.人

類

灶

貧

因

か

罪

惡

か

、
2

否

衰

滅

を

さ
.へ
，も

避

け

難

い

で

あ

ら

うo
‘ p
h
i
s
i
c
a
l

に

：
は

.
必

し

も

他

 

の
'组

物

.忙

勝

る

こ

と

の

な

い

往

古

原

始

に

於

け

る

人

類

は

、

當

時

に

於

け

る

峻

烈

な

る

自

然

の

威

力

に

對

し

、

ま

た

外

敵

に

對

し

、

先

• 

r 

.

.

.

.

.

.

. 

> 

.”， 

• 

. 

• 

V...V 

;

づ
繁
«
る
こ
と
い：

池
.に
滿
致
る
こ
とは
、
エ
ホ
パ
の
g

w
を

俟

つ

違

も

；な
:<

-
u
秦̂

要

と

し

た
.產

は

炎

け

れ

狀

な

ら

な

;^
而 

し
て
着
.々
'と
も
て
そ
；の
自
的
鑫
げ
て
驻
つ
た
。
I

:
篇

人

口
: ^

增

架
^

る
か
て
.く

早

く

到

來

；

J

て
居
^

^

人
8

.

自
ら
め
彻
蒙
に
ょ
め
て
生;#
:'
1
.な
.け

咖

葚

ら

方

く

な
''
-
0た
0
.生
f

法
則
は
凡
ゆ
る 

生
物
に
、ゝ'〔

そ
0

細
目
的
約
束
は
異.つ
.て
も
尙
ほ
井
禪
に
課
せ.ら

れ

ネ

^

•

乍

然

人

 

類

は

斯

老

別
£

自

崖

意

技

術

を

有

じ

た

，
事

實

遍

い

て

人

類

味

そ

文

類

と
"
每
め
生
活
を
創
め
た
時
か̂
^
^

與

牛

に

從

：つ
.

て
：、
：
ぞ
の
笙
活
：黑
|

識

し

：
_で

持
0

だ

。
：
.
筆

苕

は

こ£

思
味
杧̂

.

»
る
-

¥
 

:

パ

，
-
ゾ
ム：;'
.

^
 

~ 
’

;
(

&

 

,或

：R
.

l

a

a

l

&ぞ

M

 

f

’
.
：.;
■.

ハ
に
邊
輝M

a
l
t
h
l
.
:

の
’言
説
が
あ
る
？
マ
ル
サ
スf
A
ロ
^

得

黑

す

れ

ば

と
.：
の

古

典

は

常
e

新

し

き

理

論

と

敎

訓

と

支

费

：，：

る
1

ら
秦
後
孿
み
洚
邦
譯 

:
:
v 

:
.

ぃ
ロ_

第
六
版
‘

(

經
濟
學
衰
叢
書
の
ぅ
ち0
,一：
^

て
し
.

人
口
論
に'關
す
：石
研
究
が
あ
名
.:
0

一：；

通
り
.簡
單
に：

マ

ル#

、ス
ぶ
:@
1
^

^

^

觀
す
る
に
恰
好: ^
' &

ら
ぅ
。
 

.
 

i
c

c
c

y
:

古
事
記
神
代
篇
千
引
の
次
岩
の

)

條

下

裏

か̂

夫
伊
邪
那
岐
命
を
追
か
..
け
て
來
太
伊
邪_

灌

_

々
_

建

'

の

邊

の
-'
|

3

事
に
. 

,

『

：
：
伊

邪

襲

命

日

。
.
.
•
.愛

馨

勢

命̂
^
^
^ ̂

一
 

m

殺
千
頭
。
器

邪

那

岐

命

詔

。
愛

‘我
郝
逾
妹
命̂

環

者

。
吾
一 

:

ニ
，

r
,

日

立

午

罾

產

屋

ハ

是

：以

V

日
必
中
人
死o
,
十

:
.、
切

實

な

霤

が
'$
>
:つ'
た
_

時
；
に
、
い
旣
に
當
時
が
ら
：、
ー
入

'卩
^

ち
、
そ
の
事
赏
が
明
瞭
：に
存
在
し
た
と
一K

ふ
こ
と
を
窺
は
し
む
る
も
の
，

f

あ
ら
ぅ
。

：

V
'

 

,

:
'
,厝
61
«
.に
於.け
る『

生
：物.學
的』

ミ
£

#

學
的』

\

.

_べ
' 

ハ

四

七.

，v

四

七
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(

爲

；：
A

f

:

虞

梂

じ_

人

猿I

く
#

い
：生

薬

特

り

：た

餐

段

3

 

る

知

識

姦

た

ぬ
0 

」
：： #

着

聲

、
，
そ

ぅ

い

姦

代

が

：

I

,

し
ろ
；
，
無
：か

づ

た

に

し

气

⑩

時
，は

、

ょ

し

そ

の

林

じ

勿

本

 ̂

親

し

た
_

を
持
っ
.
1
居

た
と.ぃ
'ふ
こ
： 

:
.逢

^

窗

”

と
恩
ふ
編
灌
清
が
邊
徽
會
と
竹
同
時
体
在
で
ぁ
る
と
武
ふ
の
も
、
こ
れ
を
豪
す
る
と
云

.

き
.：

と
說
來
る
。

. 

洵

次

類

進

べ

一
^

す
な
は
ち
個
體
の
維
持
生f

s

.

の
媒
f

續
を
；

一 :
1

苳
 

或
は
以
_

技

術

及

：び

本

.—

織

を

必

袈

士

 

L

、
'i
L

つ
之
れ
>

漫

に

有

ち
.來
つ
て
居
る
。
筆f

姑
ら
：ぐ
之
れ|

活
<0

組
織
と
1
 

.
ふ
。
茲
■

裙

と

は

、
值

接

本

は

馨

：
の

物

質

的

雒

嗬

.を
意
味
す
惠
.タ
而
し
て
こ
の
生
命
の
維
持
を
個
體.を

超

へ

そ

全

體

的

齒i

 

き

は

、

法

敬

办

と

，
と

：も

亦

坐

命

維

持

の

：
友

め

の

：，

1
:づ
;0

擴

充

：的

必

遂

、或

は

手

段

で

.な
け
れ
ば
な
&

ね
0

庇
(0

場
合
.に
於
い
|

、
生
疽 

は
虫
活
の
撖
屬
的
下
概
念.と
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佐
喜
眞
氏
は
言
ふ

『

私
は
母
權
を
家
乂
は
族
内
に
於
け
る
女
性
の
規 

範
、
そ
れ
，に
迤
く
優
劣
を
意
味
す
る
も
の
.と
し
て
、
此
の
詔
を
使
用
し
、
;̂

い
。
，
原

始

宙

代

人

は

家

ハ

又

の

カ

を

待

っ

前

に

母

の

m
a
g
i
c
?
r
e
l
i
g
i
o
u
s

 

の
秀
で
た
能
力k

迤

い

て

家

义

は

族

の

典
！！

生

活

を

皆

ん

だ

 

> 
母
'が
子
女
に
對L

て
父
ょ
り̂

大
‘
I

權
利
を
有
し
た
。
是
に
恶
い
て
財
產
も 

女

系

に

ょ

っ
.て
相
續
さ
れ
た
。
私
，は
娃
等
の
祺
實
を
統
.
一
的
'に
现
解
す
る
た
め’に
母
權
な
石
語
を
留
保
し
た.い
。

』

<
1女
八
政
治
考』

五
頁〕

と
。 

,母
權
な̂
'

語
は
大
體
右
ゆ
妨
ぐ
隊
し
て
戒“

で
あ
«0
*
ぅ
。
ー

『

.從
來
&

者
は
が
<

の

如

き

事

實
~

^

女

性

の

男

辕

支

坪

(

筆

考

捕

入

〕

~

~

を 

以
で
女
治
論
に
踅
大
な
る
囊
あ
る
如
く
考
へ
た
が
、
ル
は
左
码
意
義
あ

.り
と
は
撕
は
ぬ0
§

3

否
從
來
の
女
治
觀
念
か|0
-

權
カ
觀
念
を
除
，
 

I

女
治
を
寒
らma
g
i
c
o
-
r
e
l
f
u
s

の
力
と
考
へ
、'女
性
.の
崇
拜
、.
_
蔑
.の
歡
念
を_
れ
仏
'
 
前

時

代

以

心

理

的

齋

物

と

做

ナ

同

氏

は

.、
羅

禺

法

:(

€

_

權

ば

賢

紙

養

抓

勘
1

;1

難

.

』

_

を

::
|

馨

#

1:
;1

寒

雙

;|
1

使

思

た
^
^
^

に
於
て
財
產
が
女
系
に
ょ
っ
て
相
續
さ
れ
、

.
母
が
子
供
の
結
婚
等
に
決
定
權
を
？

る
と
こ
ろ
で
も
、
母
の
蜜
が
家
に
勢
カ
を
有
す
る
例
は 

.

常
に
多
く
、
從
來
か
く
の
如
き
例
は
人
を
し
て
母
®

を
認
む
る
の
餘
地
な
し
と
思
は
せ
た
.の
で
あ
る
が
、
母
權
に
上
述
の
如
き
制
'限
を
^

"

,

る
者
に
と
っ
て
は
、
此
の•事
賢
は
母
權
の
觀
念
と
何
等
矛
爵
す
る
も
の
で
は
な
い

』
C

五
頁)

と
考
’
へ
る
。
斯
く
て
母̂

相
^

制
^

;

I
旨

f
o
r
g
e
;
'

 

3

|
§*
.
1

K
i
l
p
〕

も
同
氏
.に
在
っ
て
は
、'、こ
の
女
性
の
呪
術
的
效
カ

(

權
カ〕

の
傅
承
孤
持
方
法
と
觀
ら
ぢ
、
の
は
、
當
然
の
論
結
と
云
ふ
.ベ 

く
、女
性
の
s-.

a
g
i
c
o
-
r
e
l
f
g
i
i

な
る
能
力
の
私
生
活
に
於
け
る
表
規

(

母
權)

•と
公
生
活
に
，於
け
石
表
現

(

女
治)

と
而
し
てこ
の

母
系
制
と
は>
 

婚
姻
に
於
け
る2

物
學
的』

W
『

敗
#

學
的』

 

五

五

(

五
五)

，



婚
綑
rc

於
け
る
'
S

物
學
的』

w『

»h
.
脅
學
的
.

J

 

零

へ

£

ハ)

ぷ
：:1
1

||

の
，
1

1

深
_

^

1.
^

^

_

_

1

_

_的

懸
_

漏

^

^

讓

^,

優
酸
を
霡
^

的
關
係
を
認
め
得
べ
き
の
道
理
で
あ
つ
で
、

‘
同
氏
は
こ
の
三
奔
の
統
マ
體
を
廣
義
の
女
治

(
L
.
k
r
a
t
i
e
)

と
謂
ふ
の
で
あ
る
。 

c
;y
;

所
|

^
進
化
驗
の
創
唱
に
遲
る
、.こ
と
1
-

「

年
す
な
ほ
;̂
1
A'
2

'
年
、
そ
.の
肉
容
'の
：歸

纛

が
1£

反

對

な

里

名

著
.の

出

現

を

み

た
0

そ 

の
一
は 

w
. Ma

i
n
e
..

の 

s
>
J
J
O
i
e
n
t

 

L
a
w
i
.

で
あ
り
”

他
はw

a
c
h
o
f
e
n
.
.
.

の
.SD

a
s
-
l
v
i
a
t
t
e
r
r
e
c
h
t*

♦■•で
あ
る
 

o
v
m
a
f
n

<v
.
:
•
'バ

の

■父
^

^

ra

カ
は
击
代
家
族
觀
念
上
不
坷
缺
の
製
素
で
>
あ
る』

と
言
ふ
に
對
し
て
、

B
a
c
h
o
f
e
n

は
、

、

6

始
家
於
制
の
母
權
制
な
り
し
■こ
と
を
剖
唱
し

」

/。
泝 

謂
、
母
榴
論
は
こ
の
時
以
來
噪
界
の
注

： n；

を
f

/

こ
れ
に
次
い
で
起
つ
た
未
開
社
會
の
研
究

—

た
と
へ
•は

の

そ

れ

の

如

き—

は 

規
存
出
人
ゆ
中
か
权
幾
多
み̂
權

的

贫

贤

紅

發

見

レ

た

へ

^

ぐ
で
®,
^:
.^;
^

:̂
^

^

^

^

㈱̂

.̂
^

^

.

^

^

^̂.
^

^

#

^

,

i-

れ
を
以
て
人
類
原
始
社
會
證
と
す
る
說
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
そ
れ
が
決
定
的
な

'
も
の
と
云
，ふ,
>と

が

出

來

な

い

。

即

>̂
.
.
ー

 

八
、
六
四
，
年
に 

.
出
版
せ
ら
れ
たF.

d
e
o
O
U
I
a
n
g
e

の
。L

a

 

C
i
t
6

 

i

i
は
、
杳
カ
に
原
始
社
會
の
父
權
的
櫛
成
を
主
張
し
た
。
尤
も
苹
代
嗯
に
衮
つ
て 

そ
の
'兹
苹
に
は
 

'系
1

^
筆

辱

：母
系
制
を
以
：て
家
族
史
上
の
第
ー
段
階
た
る
こ
と
を
主
張
じ
た

-
の
を
る
が
、
こ
の
|

後
し
て
出
で
た 

W
個
の
.缥

代
的

究

献

•

の
|;

者
柑
ぬ
味
間
_

何
れ4=
:
{|
1
1
'象

響
.

^

_疚
紫
し
场
撕
餘
_

%
'?
!
參

,

4
^>
^

 ̂

出
激
點
と
.し
^

其
後
ゆ
扼̂

說
取
ぼ
氣
敗
的
決
定̂!
見
ず
'じ
で
ギ
日
：に€

で
續
げ̂

れ
^
啟 

.y  

17)

.

康
の
實
際
は
決̂

で

霄

女

亂

奪

の

皞

^

^

い

^

挺
紀
晚
似
於
來
る
。.一
^

恰
ん
^

$

霞

ば

次

ぽ

麥

權

時
|
:が
載
樣
に』

ど
^

?: 

I

の
日
ふ
が
如
含
含
で'は
な
：い
と̂

1日
は
擎
ー
を
_

い
-

哽

先
づ
第
一
に
女
權
家
族
を
以
て'『

常
に
父
權
的
霞v

^-. 

.行
す
べ
き
制
度
と
な.し>;■

如
何
な
る
民
族
ん
先
づ
每
權
制
度
，

^

そ

か

を

史

を

の

：

^

，

論
す；^
^

.
'
.
|
:
謂

畜

櫂

茭

郎

の

蕾

が

5

富
に
非
ずし
'

固

有

の

讓的
,

に

在.
^系

_

斯

嘉

氣
■

ゼ

以

£

ち

に

最
I

>
f的

な

る

茭_

式
f

奪

る

を

得

ざ

る

ぺ

ぢ

況

ん

ギ

經

濟

が

を

母

權

時

：
代
の
一
女
先
ぬ
歸
せ
；
_

し
私

;
'原
始
濃
耕
時
代
と.な
ず
か
ら
ば
，

そ
れ
以
前
.の
未
楚
住
時
代
ゼ
父
權
的
支
酏

_

_

鑛

を

を

衛

ず

し

妄

權_

の

霞

把
1 -
;
肯

定

出

來

贫

,:
ゼ
る』

(

が
-
敎
授
。̂

鲁

。ベ
时t b

s
t
i

頁)

0而
じ
1

る
民
掛
の
ぎ
：を
文
化pi
段
.に
^

^
で
母
權g
現
れ
み
ニ
と
ル
あ
 

'つ
て
も
、 

. ::

そ
め
多
く
に
忽
ぢii

し
：て
於
權
的
家
族
に
亀
ず
る
备

.gAJ

す
な
窜
實
及
沪
そ
办
父
權
驗
提
の
藶
史
は
氛
セ
畏
ぐ
^

^
風
つ
確
實
な
る
ー
： 

.
ム)

ど
れ
钇
照
應
樂
レ
が
拟
忧-
緒
局
霜
ま
會
办
#,
磐

.：ぃ
ふ
が
如
き
、
：醫
的
鼓
例
的
な
が
吵
以
处
¥
は
鼠
|3
-主

張

し

然̂:
ぃ
ふ 

中
-,
.
'德

_
黧

ず

る

セ

：
あ

^

$

:洵
に
朱
開
人
間
に
於
皆
瘅
權
的
、
_

系
的
#
實
め
報
告
^

^
知

靈̂

也

己

れ

を

：
看

ム

2:
'
.
-象

3
^

ん
で
他
方
父
權
家
族
の
存
在
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
も
往
々
で
あ
る

P
C
L
e
t
o
u
m
e
a
u

 

o
p，
c

r

c

r

p

.
 

X
V
I
I
I
.

參
®

。
我
國
上
古
の
歷
史
に 

:e
:

ハ
在
：つ̂

K

洧

名

な

る|

呼
め
女
治
ハ
：魏

©

倭

篇
>
を
は
尨
め
、

(

！.亦
毋
權
的
\>

母
一;

^

^

^
花

を

推

論

す

象

麗

を

記

黑

：ど

の

中 

.

.
に
認
め
得
る
や
で
あ
る
が
、
然
も
で
れ
似
通
顧
/1
>
次
诳
牝
父
權
的
掀»
^

認
む
べ
き
我
國
上
代$1
:

會
に
在
0
.て_

_

こ
の
點
後
段
は
自
然
再
靜 

.せ
ら
る
. \

の.機
會
を
有
す
べ
し-
^

他
.の
父
搠
的
象
族
と
併
布
混
在
し
た.も
の
で
あ
る
。.狻
女
封
家(

宇
受
賣
命
の
裔
の
母
系
家
族

)

の
如
き
天 

:、孫
の
1'

命
に
旧

つ

：
：て

他

处

父

獾

的

豫

栽

泛

併

ん

^

創
立
：
せ
ち
れ
太
も
か
：
宏

1秀

，
刺

崖

賣

，
，

(

師

木

璧0
祖)

、着
！
：

臃

比

寶

C

尾
張
連
の 

.

m:)

、
美

夜

受

比
■

尾

張

网

激

：の
观

>
、

若
此
厲
一
:

«
君

の

組

)

？
洛
#

系
_

績
_

カ

加

邊

含_
;
:»
:.
^

叹

聰

的

：家

族

と

混

在

し

た 

'■'

る
。
'

(

*

琉
球
に
於
け
る
女
治
、
酿
權
に'っ
ぃ
.て
は
佐
喜
眞
氏
旣
出.書
：一1
1
七
頁
1̂
^

1:
:

へ
，:5
从
下
を
見
4)

0

说
ほ
瀧
川
政
次
郞,1
本
法 

膝
炎』

七
艽
頁
以
下
參
照。

’

'

.
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西
部
ア
フ
リ
ヵ
の
ゴ
ン
ゴ
ー
土
人
'

ロ
ア
ン
ゴ
オ
.の
マ
コ
ン
ベ
族
、
舊
獨
趣
領
两
部
ア
ス
リ

ヵ

-
の

オ
ン
ド
ン
ガ
族
ば
い

つ
れ
も
母
系
制
に 

從
ふ
が
、
婚
姻
の
制
度
的
紐
帶
は
極
め
て
嚴
寓
で
、
婦
女
は
は
節
で
あ
る
。
苋
部
ァ
フ
リ

‘
ヵ

の

ヮ

ヵ

オ

、
北

部

ヒ

シ

ニ

ャ

の

'
パ

レ

ア

族

も

同 

薇
。
•而
L

て
我
^

の
虫
#

も
同
樣
。
然
る
に
、ヒ
ン
ヴ
？
ク
シ
.
ュ
の
㈥

。̂

ネ
パ
1

ル
の
g

l

§

§

は
父
系
制
度
を
採
る
が
極
め
て
亂
膦
的 

で
あ
る
ど IK

 

ふ。な
ほ
琴

• 

H
h
o
m
a
i
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S
e
x

 

a
n
d

 

S
o
c
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e
t
y
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S
t
u
d
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e
s

 

i
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t
h
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s
o
c
i
a
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P
s
y
c
h
o
l
b
g
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o
f
-
S
e
x
,
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:
L
o
n
'
d
o
n
,
‘ 

1VO
0
7
. 

p. 

66fF, 

:

:

p

. 

2
2
6

卜 

‘

•
: 

•
 

.

.
/
• 

'
 

, 

• 

, 

憶
へ̂

*

圖

ら

ず

も

筆

教

は

姑

ら

く

の

問

稍
：：

不

必

要

に

庶

ぃ

論

詭

に

幾

分

0:

贬

數

を

費

す
0!

過
’1)
-

を

肯

て

じ

た

か

も

却

れ

'
な

\̂
.
。
何

婚

姻

に

於it
，
る

『

生
物
勒

的

』

セ『

社
#-

學
的』 

五

セ

C

五
•
七

)



.

. 

婶
姻
に
>於
，ホ
る『

坐
物
學
的』

爲
社
#

會
的』

 

-

^

v
°:

五
、〕

と
な
ら
ば
性
的
無
秩
序
，

F
n
i
s
k
u
l

が
称
序
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
最
初
歩
盼
0-

鼢
理
.が
能
、
く

斷

定

し

得

る

-
と

こ

ろ

で

あ

り

、
•
從

ク 

て
こ
れ
が
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
も

「

婚
姻」

の
一
態
た
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
とc
s
を
知
れ
ば
足
り
た
の
で
あ
つ
て
、
一
方
人
間
は
畢
1
 

神
に
歸
す
，べ
き
か
、
猿
に
還
る
べ
き
か
、
’
大
十
：

I

幽
玄
の
霧
の
底
深
き
遴
り(D
'

消
'息
は
茫
平
と
し
て
象
に
知
卜
得
べ
ぐ
も
な
い
が
、
彼
等

が
そ
の
4*
#

を
技
術
的
.に
保
持
す
る-

-

-

-

-

-す
な
は
ち『

經
濟』

を
營
む
こ
と̂
.依
つ
で
生
活
す
る
に.

る
^

:
§
.

坐
殖
れ
こ
と
も
亦
こ
め.

機
糨
の
，廣
義
の
目
的
に
向0

て
自
然
に
包
含
せ
、ら
れ
ざ
る.を

得

な

か

つ

た

こ

：

.と
‘は
、
亦
既
，に
述>
へ
た
ケ
が
如<-
で
あ
、る
？
氣
し\-
-
;吖
|1 

め
維
持
は
必
然
的
に
保
族
の
目
的
に
聚
つ
て
全
く
、
從
つ
て
坐
活
享
需
の
，紺
織
は
自
然
に
取
族

■

項
を
も
包
含
し
て
、
牛
；殖
の
こ，

y

 

は
遂
に
決
し
て
自
然
の
金
，支
配
に
放
盥
す
る
こ
と
を
部
さ
れ
ぬ

o
.

斯
く
て
人p

は
單
な
る
自̂

g

性
交
迹
の
他
に
、
咨
こIX
が

馨

化
 

し
た
る
も
の
を
、
單
為
る

『

生
物
學
的j
性
交
涉
以
上
の
も
の
と
し
て

『

社
會
敬
的』

に
所
有
す
る
の
で
あ
る。

- 

€

こ
の
意
味
ょ
り
サ
れ
ぱ̂
i

.

l;s

の
邦
譯
に「

亂
婚J

狨
は
1
亂
婚
制J

な
る
麗
PW

は
、
，
ル‘當
で
あ
るo
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濟
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约
に
|
?<
て
.：
^
人
'^
/!
/
蔚
婚
姻
の
諸
の
形
式
を.你
々
の
^
濟
事
情
に
，從
て̂

密
接
に
之
れ
と
照
應
關
聯
し
、て
看
る
こ-と
が
^
來 

る
の
で
あ
つ
七
、
以
下1

は
姑
ら
く
歷
史
的
事
實
に
こ
の
相
關
事
情
を
究
め
ゥ
自
己
の
；所
論
ち
ま
で
役
立
た
し
め
や
ぅ
と
欲
す
る

0
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’

史
前
的
社
#

原
形
論
は
姑
ら
く
と
れ
を
措
け
ば
、
歷
史
上
に
於
け
る
‘
人
類
生
活
の
宂
初
形
態
は
氏
族
で
あ
る
と
沄
は
れ
る
0

?〕

兹 

^

氏
族
>

は
希
職
の
'

^
§

*0
尉

屏

灯
o

.f
l

>

a

g
 

ゲ
ル
マ
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:
s
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p
p
e
y 

.
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e
s
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M
e
c
h
t
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e
r
b
a
n
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(

'̂a
r
k
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G
a
s
、
K
:

コ
ソ
ッ■.'ト
ラ
.，ン
.

K

3 Cl
a
n

ア
ィ
ル
ラ
ン
ド
のI

或
は
我
國
の
氏
の
制
度
の
如
く-
-

-勿
論
こ
れ
等
の
各
は#'
に
特
微
'を
有
し
、
相
:£
‘
に
、相
違
點
あ
る
こ
と
は

尤
ょ
り
で
あ
る
がー

翥

原

則

的

に1
K

へ
ば
、
同一 

Q

祖
神
を
有
し
、
同一

の

霊

を

有

し

、.
同
一
の
血
統
8

し
、
^ ！
は
屬
ず
る
‘

と
唱
ず
る
人
々
の
排
他
的
へ
封
鎖
的

)

血
緣
或
は
血
緣
を
菽
礎
と
す
る
團
體
を
云
ふ
0

0

^

Mら

く
^

日
|

の
言
ふ
と
：こ'ろ
に
.從
へ
. 

ば
d

 g
e
n
o
s
,

 

g
a
n
a
s

等
の
語
は
い
づ̂

も
第
一
義
的
に
は
血
族
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i
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意
味
す
る
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そ
れ
ぞ
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i
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o
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.
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成
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、

ふ
意
味
を
含
む
。‘
即
ち
氏
族
と
は
、
共
通
の
祖
先
を
有
し
、
氏
族
名
に
依
っ
て
區
別
せ
ら
れ
、
且
っ
血
を
分
け
て
居
る
と
い
ふ
點
に
於

い
ー
て'5
:

.に
結
^;

ざ
本
、
.
1へ
個
の
同
猶
團
體
を
意
味
す5

“

營
ー
3

シ

'■
'
'-i
.
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;
'
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i

$

$
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1)
『

：
：
し
か
し
氏
族
制
度
を
跡
け
て*
そ

の

存

在

を

誘

起

し

た

，で
あ

_ら
ぅ
古
代
社
會
の
狀
態
に
ま
で
溯
る
こ
と
は
、
:^

れ
々
%

^

る
.、
そ 

,

れ

が

乃

ち

予

が

試

.み
た
る
と
こ
ろ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
蓝
し
氏
族
制
は
そ
の
起
原
々
人
類
發
達
の
低
度
な
る
時
代
、

7!
/

ち
社
禽
狀
態
の|
.

ー
ゾ
の
%:
:
,の
一
に
發
し
忽
‘电
‘ぁ
っ
で
：
，
ン
.』

零

：
。?.
^ ̂

ノ \;”
：：

ベ
、
'

『

羅
馬
法
曹
や
希
臘
の
著
述
家
の
述
作
を
見
る
人
は
、
其
處
に
極
办
て
杏
い
、希
观
で
も
雛
腐
で
も
そ
の
社
會
創
成
の
初
に
當
っ
て
隨
分
盛
ん
で

あ
っ
た
と
，思
は
れ
る
と
こ
ろ
の
：
：

(

中
絡〕

：
：
一
制
度
を
發
見
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
拉
丁
八
の
所
謂

g
g
g

筘
臌
入
のY

a
T
o
4

が
即
ち
そ
れ
で
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.
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;
氏

族

態

の

來

質

が

'血
緣
固
體
た
る
に
在
る
，こ.と
は
略
異
論
な
か
シ
べ
き
で
あ
る
。
尤
も
之
れ
が
血
緣
ゆ
み
に
諶
く
社
會
か
、
或
は
地
理
的 

理
由
に
も
因
る
も
の
か
に
っ
い
て
は
、
學
者
の
間
に
議
論
の
徉
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
共
に
、
玆
に
瀧
川
敎
授
が
古
代
酞
會
の
呪
術
的
或
は
紳 

治
的
傾
向
-、
こ
&

獨
り
■

川
■

を
俟
つ
ま
で
も
な
く
何
人
も
氣
の
っ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が

——

に
對
す
る
注
意
ょ
り
出
發し
て
、
氏
族
-
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生
と
し
て
我
國
の
氏
办
制
度
に
就
ぃ
て
^

は
あ
る
が
、’——

結
成
の
极
據
を
獨
り
恤
緣
に
の
み
求
め
ず
、
寧
ろ
’こ
.れ
を
强
く
そ
の
宗
敎
的
、
神 

治
的
要
因
に
求
め
た
の
は
注
意
す
可
き
一
說
と
思
.ふ
0 (

擺
川
政
次
郞『

日
本
社
會
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％ M
o
r
g
a
n
,

 

o
p
.

 

d
t
.
,

 

P
t
.

 

H
.

 

^

(

4,
0 

‘『

ぼ
て
語
^

货
！̂
な
る
文
歌
の
如
き
も
，
實
にJH
確
にg

e
r
W

な
る
文
辭
ど
同
じ
言
葉
で1あ
っ
て
、
吾
々
は
こ
の
ニ
語
の
何
れ
の
一
っ 

.婚
姻
。
於
け
る『

坐
物
'學
的』

^『

社
脅
學
的』 

五

九

(

瓦
九)



.

嫡
妣
fc
.
於
け
る『

生
物
學
的』 v

『

社
#

學
、的I 

M
 

' 

(

ネ
0-
,)

.
を
も
他
の1

の
代
り
に
用
ゐ
るI

が
出
来
，
從.て
ま
たr

プ
ァ
ビ
ウ
ス
の
•ヶ

ン
ス
Q.
e
n
s
ぃ
F

I」

と
l2 s
?
t

フ

ァ
ビ
义
ス
の
ゲ1
ヌ
'
 

Q
s

u
s

 

P
a

b
i

u
s

j

と
5X
ふ
本
全
く
同
じ
く
、

■

而
も
兩
語
と
も
卿
詞
q3
.

l

e
名
詞
，ge

n
l

t
o

r

に
.柑
當
す
を
も
の
ぜ
ぁ
る
0

此
事
；

5
1

 

また
希
^
語 

T

g

が

バ
i

及

び
f

ハ
に
相
當
す
るの
と
完
金
r
r

一'致
し
、
之

等

の

.語

ば
博
な
，血
統
な
る
觀
念
を
含
ん’で
ゐ
\

希
_
ん
ゆ

な
'
ノ 

.

ス
.の
-^

員
を
ォ
モ
ガ
ラ
ク
テ
ス

Q
Ĵ
a
x
a
x
m
o
.
.

匕
呼
ん
だ
が
、
之
れは

r

同

じ

乳

で

育

て

ら

れ

た

若〕

と
い
ふ
'̂
;

!̂
-
-で
お
る
。
、

o
o
u
r

§;g
e
s
,

o
^
. 

0

^
 

r
^
w
.
0 

"
.
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.
 

•
 

-
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-

-
•‘ 

.
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,

(
l
o
)
-
M
b
r
g
a
n
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 I
b
i
d

 

' 

, 

'

-

.

/

•

1

,

然
る
に
或

も

の

はゲ

ン
ス
，
と

は
同

姓

目e

 

s

i

l

l
 

d
e
d
o

日

に

過

ぎ

ぬ

ど

考

へ

、

他
の
或
ぎ
は
、
首
長
た

る
J
.
.
Q 

家
族
と
之
に
追
從
す.る
多
く
の
家
族
と
の
間
の
關
係
を
表
す
言
-^

に
過
ぎ
，ぬ
と
做
す0

こ
れ
，等
の

說
も
亦
一
面
の

眞
理
を
語
る

も
の
で 

は
ぁ
る
が
、
然
も
、

琪
實
に
照
し
て
全
酣
の
夫
れ
に
當
て
揹
ま
’る
‘も
灯
で
な
い
，。(

o'O
U
I
a
n
g
e
s
,

 

o
p
.

 

c
i
r

 

c
h
a
p
.

 X.

 

p
;

1
1

6
0

0

ま 

た
ゲ
ン
ス
な
る
，語
は

一
種
の
人
爲
的
親
族
關
係
を
意
味
す

る
擬
制
的
聯
合
體一

-
.即

ち‘そ

の

は

じ

め

相

亙

に

他

人

で

’
氙

つ

た

幾

つ

か

の 

象
族
1

k
'

治
的
の
0

的

Q

た
めH

擬
制

的
に
蟲

關

係
に
立
た
し
め
た
も
の
を
表
す
と
做
す
，說
も
ぁ
る
が
、

こ
れ
も
、

古
代
の
立

於 

が

ゲ
ヴ
X

の

成

肩

に

_

續

權

そ

與

へ

た
こ
と
、
宗
敎
的
信
仰
が
出
'坐
の

共
通
t

と
こ
ろ
に
祭
祀
の.
共
通
を
欲
し
得
べ
か
ら
ず
、
ま
た

欲
ル
§

、

つ

た

こ

尹

及
;^
:

:-
1

:
土
の
名
稱
が
ゲ
y ■

ス
の
.哄
同
.始
祖
を
.證
明
す
る
こ
.と
の
三
點
か
ら
、
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
ぃ
0 

(
c
o
n
l
a
n
g
e
s
.

 

I
b
i
d
.

 

p
,
1
1
6
-
1
1
9

し
o 

•

M
i

n

が
希
職
氏
族
各
員
の
權
利
義
務
と
し
て
揭
げ
た
も
の
に
、

(
1〕
宗
敎
土
の
典
禮
の
共
通

(

2〕

1

の
共
通(

3

)

死
亡
|

 

p

,.
c

o

&債
相
絞
に
關
す
る
相
互
義
務

(

*4)

援
观
防
衞
及
傷
齊
袖
償
に
關
す
る
相:/7
:
義
满
0

0〕

M

兒
嫡
女
の
場
合
に
於.け
る
^
族
內
の
近 

_

_
1 «
'̂
^

)

'#
荷
财
^

.執
政
^
及
出
納{

a

の
所
行
^

)

家
系
を
历
系
に
限
る
Zと
?

ソ
#
^
の
場

合

を

除

き

同

一

.
成

族

^
で%

て 

婚
躯
を
爲
さ
I

義

務(

9
 )

氏
族
内
に
他
人
を
養
子
と.す
る
權
利(

10)

首
長
1

逃
擧
し
及
び
镏
免
す
る
の
權
利
が
在
る
が
、
2

间
じ

こ
と
の
羅
馬
に
於
け
る
も
の
に
は
、
:*
1
,記
0

各
琐
を
殆
ん
ど
全
く
移
し
て
こ
れ
に
當
て
れ
ば
足
る
の
次
^

:^
_

:

は

ン

の
^

故
$
 

f

亦
、
も9

本
質
咖
部
分
に1

同
じ
ぃ
'

而
し
て
然
も
域
に
全
く
ー
轉
し
，て{

ロ
ク
ォ
<
ィ
'
及
族
放
M

,
の
肩
利
®
豐

る

も

の

裏
 

■

■

霞

崖

及

諝

長

爲

擧(

2
 )

こ
れ
を
寵
む
石_

雨
^

)

1

啊
婚
:£
_

¥

_

_

_

^

|

|

|

^

.

■

瓦
一■

 

9

^

%*
•
齧

•
傷
备
救
治に

''

對
す
る
相
冗
義
務9

〕

具
成
員
に
命
名
す
る
權
利̂

5

徵

族
^

氧

馨

ふ

ふ

の

櫬

利(
8)
宗
敎 

上
の
^

驰
儀
典
及̂
'

問

ハ9 )

墓
龙
の
，共

同(

1 0)

氏
族
會
議
等
が
爆
计
ら
れ
る
め
を
伽
る

P
.

で
あ
っ
て
、

菩
ス
は
こ
れ
等
のこ
と
か 

ら
自
か
も
氏
放
の
何
た
る
か
を
知.り
得
べ
き
で
必
る:°
而
し
て
洵
に
論
の
氏
族
も
ィ
ロ>

ォ
ィ
の
氏
族
も
、
氏
臌
た
る
本
質
に
於
い 

て
ユ
全
く
词
様
た
る
を
否
み
難
い
こ
と
を
知
_る
で
あ
ら
ぅ
0

低
•た
し
か
も
そ
の
間
、fe
ほ
自
か
ら
相̂

^

あ
る
は
、
卿
兩
背
の
戚
れ
々
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券
の
文
化(

經
濟)

狀
態
の
相
違
に
山
る„と
做
す
べ
き
で
あ
る
。
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M
o
r
g
a
n
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o

p
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o

i

r

p

r

I
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c
h
a
p
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S
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參
照)
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©
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而
し
c

^

Jl

に
於
い
て
も
に
於
て
も
氏
族
侮
に
集
會
を
有
し
、
そ
の
^

員
の
^

^

す
べ
‘き
法
令
を*

し
-̂

か
、
各
氏
族
に
は
氏
族
の‘

、

砷
言
で
あ
り
、
同
祭
で.あ
り
、
將
軍
で
あ
石
首
長
を
有
し"

こ
の
®

の
，
獨

裁

の

糊

威

は

絕

大

で

あ

つ

た

。

我

が

國

上

IV

の
氏
の
上
の
糊
碑
の
，
 

M

き
亦
同1

の
も
の
I

と
云
は
ん
ょ
り
は
寧
ろ
そ
の
典
型
的
な
る
も
‘の
と
^

ふ
ベ
く
、
こ
の
ぼ
に
つ
い
て.は
ゲ
ル
‘
マ
ン
b

氏
^

に
あ
つ
士
は̂
 

4 

的
^

向
を
苻
し
た
と
思
は
れ
る
。
尙
は
氏
族
の
宗
敎
的
特
質
に
つ
い
て
は
、

-
こ
れ
を
觀
過
す
る
こ
と
な
き
を
贺
す
る
パ
希
^
人
の
間
ぷ

も
谷
•ヶ
ン
ス
は
自
ら
睛
踐
す
べ
き
谷
の
宗
敎
儀
式
を
-有
し
た
め
で
あ
っ
て
、
刃
子
を-死
後
に
遨
す
の
も*
こ
'
九
等
ぶ
代
‘の
祭
祀
を
永
く
繼
>
バ 

含

承

繼

人

を

厚

る

が

；爲
め

.で
あ
つ
た
,°(

0
0
\
4吕
沒
，o
p
. 

c

i

r

'•
?

1
1OJ
-

0
.O

我
關
上
代
め
氏
族
社
會
に-あ
つ
て
-i

、
各

氏

に

，於

け

る

氏

射

の

祭

’ 

1B

が
§

重
琪
た
り
し
亊
は
尤
ょ
め1

い
て
は
廣
く>0
の
、社
會
忙
於
け
る
政
琪
ハ
ま

.
っ
0

ご

と〕

货
祭
琪
ハ
ま
つ

0

ご

と)

で

あ
-(
)

、
法(

の
0〕

は
" 

神

意

を

宣

(

の〕

り
、
.神
意
の
'あ
る
と
こ
ろ
を
伸(

の
ふ
0

る
に
在
り
た
寧
情
を
理
解
す
パ
合
ヤ
あ
る
。
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こ
*
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〕

ゲ
ル
マ
ン
1

の
歷
忠
他
、
そ
れ
が
西
歐
羅
巴
に
於
て
羅
馬
文
明
之
の
&

觸
を
兒
名
ま
で:^
#

;<

定
か
.で
な
ぃ
。
贺

は

义

め

僻

:̂
1-

到
.フ

：

婿

姻

に

於>«-
る『

&

物

舉̂
0
.ミ『

册
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學
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婚
姻
に
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渺
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學
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學
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六
；

(

六

'

て

も

な

ほ

r
.

傭
>

に
シ
ィ
ザ
ァ
や
タ
チ
ト
ス
の
記
屋
に
之
れ
I

ふ
こ
と
が
出
來
る
に
過
ぎ
な
い
が
：
大
體
に
於
い
s

f

種
族
的
結
合
に 

噥

い

，
て

坐

滞

し

、
邊

、

i

龙

極

族

的

肩;^
な

つ

て

運

動

し

た

と

考

•へ
ら
れ
る
。
•ヶ
ル
マ
ン
民
族
の
農
耕
坐
活
は
五

-

六
千
印
の
佐
き
に 

1

;

と
言
は
么
る
が
、
集
し
てf

ば
、，

代
に
於
，け
る
ゲ
ル
‘マ
ン
民
族
の
坐
括
が
、
萣

篇

な

f

業

形

式

を

備

へ

て

居

た

と

考

へ

る

こ 

と
は
出
來
る
-

K

x
1!
^!
„ 

^

^或

は

こ

れ

ユ

類

似

カ

聚

^

を

形
つ

て

-そ

の

社

重

活

を

營

ん

だ

の

で

ぁ

る

が

、

こ

の

聚

落

は

血

族

的

猫 

係

に
0

な

が

逢:.
?

_

上
，の

肩

輯
1

ぁ

る

と̂
に
^

肩
の
，
經

濟

的

統

橺

を

有

オ

る

。
，
蒼

が

の

制

度

は

翌

之

^

^

ま

た

f

 

•;
0
.紺
織
ハ
を
想
,

し
.
_て

も

ょ.;:
1

0
，0
<

^

.と

は

ノ.
^
族

の

占

有

地

、
.或

は

そ

の

一

區

分

を

i
k

ふ
が
、

'こ
れ
は
茗
、.職
能
：

§

に
は
血
族
、
讓

、 

政
？

、
’又
U

の
統
制
H

す
忽
ち
彼
等
も
亦
そ
の
社
會
生
活
の
德
 

'一
階
段
とし

て
血
族
的
僵
.を
結
ん
だ
の
で
ぁ
つ
て
、

政

治

 

上

の

筲

喂

及

ボ

隊

の

指

撺

者

は

選

證

に

ス

つ

て

そ

の

‘池

位

を

獲

得

保

す

し
、
相
併
に
統
治
の
主
渥
關
た
る
合
儀
會
を
親
し
た
が
、
大
間 

他
は一

般
^

翳
に
附
し
*

凡

て

汛

要

な

，
る

間

題

に

對

す

‘る

最

後

の

決

定

は

一

般

總

意

に

屬

し

た

と

い

ふ

。
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1
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,

參
照)

即

ち

彼

族

制

は

、.
u

s
に
於
い
S

、
そ
の
傾
向I

最
古
.の
氏
鶴
に
似
た
る
き
ろ
多
<
、
匿
記
し
た
る
が
如
く 

•

喷

國

氏

の

制

の

如

き

に

は

最

も

遠

い

も

の

.
羞

4
ベ
I

t

。
尤
も
我
國
の
氏
の
政f

極
べ
屮U
く
は
、
所
謂
神
集
ひ
に
神
集
ひ
、
神
諮
り 

‘ 

•
に

、
神

諮

る

傾

费

々

た

„

へ
ら
れ
る

f

あ
る
が
、
後
の
氏
に
於
い
て
は
、
瓦
の
上
の
描
威
は
搜
大
で

5>
:
.つ
た
と
5

5

い
。C

な 

:

■

ほ
ゲ
ル
マ‘
ン̂

I

代9

聚

落

形

態

々

の

他

に

つ

ぃ

，ズ
は
、
务

井

復

太

郞

故

授

の

「

觸

馨

市

硏

究

序

論

」

三
田<
.ニ
十
ニ
卷
上
ニ
號
參
照

)

0

C

8)

而
し
て
こ
れ
,^

亦

他

の

亜

米

利

加

货

-^
-
人

や

濠

洲

土

ス

や

そ

の

他

の

未

開

人

間

に

於

け

る

血

緣

固

體

の

制

度

に

於

い

て

本

質

的

類

似

を 

.

:

見

る

の

セ

あ

る

。
.

-

ぃ

.

.

.

.

.

..

.
:
 

, 

ご
へ
''
 

.

:v;
:

:

:

:

v

倚
ほ
個
々Q

氏
：；̂S

に
つ
い
て
究
明」

、
5

す
べ
き
點
は
決
し
て
僅
し
と
は.做
さ
ぬ
.が•

素
と
筆
若
が
兹H

若
干
氏
族
？

と
に 

觸

れ

た

の

は

本

，
篇

行

m

Q

目

的

に

；
必
要
‘
な
る
限
り
？

と
で
ぁ
つ
て
、
摩
ら
之
れ
忙
就
い
て
精
し
く
論
す
る
こ
と
は
.
か
ら
別
の
機 

會
を
期
す
可
ぐ
、
本
篇
に
於
い
て
は
は
じ
'め
よ
り
橐
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
•
た

叉

類

の

人

類

と

し

てCD
,^'
:

活
を
溯
つ
て
1

.

^

到
德
す
：i

初
I

:

織

的

唑

想
■

旅
前
段
い
さ
、
か
隹
ベ
た
る
が
響
態
様
の
生
活
、

.
す
な
は
>3

懂

祆

蘧

め

生

活

で

洚

つ

':た 

孓

と

は

、
，
：

^

^

認

め

：
て
,©

か
ぬ
■ば
：な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
か
、
る
氏
喉
;»
_

位
と
し
て
成
立
す
名
社
會̂

會
4

い
ふ
。2

掘 

し
て
，兹
X

本
篇
の
.採C

V

て
^

つ
て
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら.な
い
の
は
';
:

'

^の
社
會
に
於
け
る
胜
攔
係
の.組
織
は
、'
®
し

て

如

^
:
な

石

熊
樣
に
あ
つ
太
か
とIK

ふ
と
'
と
で
.あ
.石
。
：
，

, 

.

.

. 

■ 

^

;
v

(
c

o

氏
族
態
.の

生

活

が

、
血

緣

的

に

結

ば

れ

、
た

そ

れ

自

身

封

鎖

的

な

坐

活

で

あ

•
る

こ

と

'

之
れ
を
そ
？
經
濟
生，活
に
就
い
て
云
へば
、

: ^

の
^
 

部
友
限
つ
て
行
は
れ
プJ

給
自
足
の
共
同
經
濟
で
あ
つ
た
こ
と
丨
に
就
い
て
は
、
今
日
多
く
を
語
ら
ず
し
て
何
人
も
既
に
能
く
知
る
と
こ
ろ 

で
あ
る
。
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B

w
す
な
は
ち
原
始
入
は
こ
の
方
法
运
族
態

)

に
依
る
社
會
的
能
カ
と
相1
救
濟
に
ょ
つ
,T
P
,み
、 

皮
等
の
坐
茌
と
保
族
，と
を
維
持
し
た
。
從
つ
て
彼
等
に
於
い

-
て
は
社
會
の
一
成
員
土
る
以
外
に
，個
人
の
存
在
は
な
い
。

'
こ
の
意
味
か
ら
寸•
•は
.
'

氏
族
は
經
濟
組
織
で
あ
る
之
同
時
に
、
經
濟
第
位
で
あ
る
。
-
-
こ
の
こ
と
れ
他®
、
ト
れ
がL

個
の
，
政

治

組

織

で

H

同
時
に
、
政
治
の

祺
立
で
.あ
る
琪
質
を
冇
す
る0
‘-
-
か
、
る
態
樣
を
苻
す
る
社
會
そ
れ
自
身
を
指
し
て

「

氏
族
社
*#

し
と
呼
ふ
こ
と
も
*
勿
論
菱
な
七
と
ニ
ろ

で
あ
る
が
、
内
れ
等
の
货
族
態
が
幾
っ
か
相
併
ん
で
存
冗
す
る
や
ぅ
な
こ
と
が
あ
り
傳
ぺ
も
、
素
と
そ
れ

S

割
據
し
て
！

紀 

有
君
。
村
有
長
。
各
自
分
龆W
凌
蹀』

の
有
様
で-あ
り
*

偶
に
起
石
交
涉
も
平
和
的
な
も
の
で
な
か
つ
1

と

い

，ふ

こ

と

は

出

来

る

。
乍

W『

A

^

.

相
菌
o
’
鶴
犬
相
聞』

のs
i

に
在
り
な
が
ら
交
邏
無
で
も
つ
た
と..い
上
こ
と
竹
、
少
く
と
も
一
定
時
間
S

過
に
，從
f°

て
、
文
字
通H

 

定
し
得
な
いと
こ
^

で
>
M!

濟
的
に
も
政
治
的.に
も
相
互
に
何
等
か
の
交
渉
の
生
じ
^
る
こ
と

を
考
へ
る
方
が
自
然
で
あ
ら
ぅ
。
尤
^
そ
れ
ボ 

履

S

交

涉

で

あ

っ

た

て

と

——

經
濟
-J
:

に
就
い
て
么
れ
宴
へ
ぱ
，
_
こ
れ
為
の
社
嚷
に
偶
避
的
に*地
っ
た
で
4

ら
ぅ
4

引
の
如
|

常
に 

氏
夜
内
の
，共
同
經
濟
と
共
に
ど
こ
ま
で
も
氏
族
態
間
の
國
體
的
な
取
引
で
あ
つ
た
と
云
ふ
べ
く
、
こ
の

'
意
味
に
於
け
る
限
り
に
於
卞
て、
:.
r
a述 

•

の
如
く
，
氏

族

は

一

の

經

濟

祺

位

な

，
り

之

；

K

ふ

こ

と

，も

出

来

る

Q

S

A

O
乍
併
政
办
的
や
は一

渉
先
ん
じ
て
こ
れ
等
氏
族
間H

征
服
、 

鲂
姻
に
'於
け
る『

也
物
學
的』

ミ『

社
'#

取
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四
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〉

.'
•
姻
^

の
關
係
が
钜
ず
る
て
と‘は
西
み
難
い
と
こ
ろ
と
公
は
な
け
れ
ば
な
ら
ズ
そ
の
結
果
作
、
一
匁
か
ら

.沄
へ
ば
1

玟
湾
に
地
綠
以
外
の
鍵 

雙

.
ロ
を
含
む(

こ
れ
が
所
謂
奴
隸
で
あ
る0
我

國

ふ

の

內

部

に

於

け

る

奴

婢

(

‘ヤ
ッn

 

•
メ
ノ
ヤ
ッ.
，5

の
如
き
夫
れ
で
あ
る
。ii
、 

の
民
の
>如
|

\

ま
た
然
り
と
も
云
ひ
货
き:%
”

こ
れ
に
は
多
少$

味
條
件
を
附
さ
ね
ば
な
ち0

と
ぃ
ふ
叢
を
坐
ず
る
と
费
、
數
箇 

或
は
數
十̂

の
火
小
跃
族
を
含
含
す
る{
の
社
會
_

が
_新

し

バ

生

で

來

る

こ

と

に

，
な

る

0

こ
れ
が
す
な
は
ち
玆
に
云
ふ
氏
族
社
會
??

あ
る
。
而 

::
b

て
こ
の
社
會‘
時
の
經
過
に
從
っ
ズ
冬'<
の

隸

民

を

葙

げ

る

豪

ぶ

_
,據
の
社
會
を
現
出
し
、
他
間
貴
族
と
庶
民
丨
自
由
民
と
隸
^
民
丨
と
没 

社
‘̂

S

對
立
を
生
み
、
か
く
て
双
莜
制
な
る
も
の
は
、
こ
め
時
に
至
れ
ば
、

一
の
貴
族
政
治

a
r
r
s
t
k
T
a

cr.
e

の
名
と
な
る
こ
と
は
、
理
論H

I

.
 

合

點

せ

し

め

ら

る

、
と

こ

ろ

と

！

K

ふ

可
.^

の
み
な
ち
ず*
亊
赞
に
於
て
然
り
で
あ
る
。
希
臘
の
ゲ
1

ノ
ス
、

羅

馬

の

ゲ

、ノ
ス
、
我

國

の

氏

皆

す 

ベ

て

然

り

で
l

o
 C

O
U
I
a
l

は

日

ふ

。
ゲ
\

ス
.は『

全

然

贵

淑

的
-な
、漯
を
爲
し
た
集
團
で
あ
っ
て
、
羅

馬

の

ぼs
^

の
w
eI: 

と
ぶ
ふ
が
如
き
貴1
陪

級

が.-
#

;

月

の
;|
«
)
拙

く

そ

の

特

權

を

保

持

し

得

た

の

は

實

に

闵

の

ゲ

ン

ス

の

內

部

^

織

の

お

蔭

で 

4

っ.
:^
;

.
故
に
庶
民
階
級
は
漸
べ:^
カ
螽
る
に
至
:.
?
»と
典
に̂

ヵ

裏

げ
§

の
.
}
{
1い
制
度
と
鬪
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

』

 

c
o
p
.
c
h
a
p
.

 

M
 p

.
ト
1
1
0『

即
ち
羅B

1

の
平
货
は
-^
^

2

做
0

て
自
分
等
も
亦
ゲ
ン
ス
を
形
成
せ
ん
と
欲
し
、
ま
た
雅
典
に
於

•い
て
も
、
ん

々
取
观
來
の:̂
--
<

の
ゲ
ー
ソ
ス
を
皆
打
ち
碎
い
て
、
觅
に
之
に
代
ふ
る
に
兮
ョ
访
を
以
っ
て
せ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る

』

ハ1
2:
£:

と
。
所
謂 

!:
0

名
 

0

0

3

<

^
の
：起
项
で
，あ.る
0

'

'

 
•■

-1

微p

の
5

«

ァ
'ィ
エ
リ
ィ
人
問
に
於
け
名
血‘緣
團
體
ム
ル
，，ッ
の
起
原
悔
說1
日
ふ
。
::
::

天
地
創
造
の
後
、
父
母
、
兄
弟
、W 

被
ネ
ぬ
他
や
逝
顧
者_

f

ヶ
別
に
.
■
:«

し

、

遂

に

こ

れ

等

の

- ^
結

银

が

表

れ

る

に

至

0

た
0

指
導
者
遵
の
會_

が
開
か
れ
、
如
，何
な
る 

方

法

，
忙
^

へ

敢

^

の
兔
展
か
避
け
ら-れ
る
如
V

考

へ
'̂

れ
象
が
ー.
姻

論

，
の

繁

被

次

精

擊

ム

ラ

ム
，
ラ

に

祈

願

す

る

こ

と

に

ま

っ

^

。
=

A 

ラ
么
ラ
1

.

鄭
1

螌
.へ
そ
命
じ
た
。
す
な.は

ち

，
そ

の

：
遞

肩

は

.
P

そ
族
に
分
れ
、
それ等は坐胸又は無生物、例へばディンゴ

ふ

.

U

蒸

：翁
ュ

1
ノ 

,

大

哪

薄

にf

て

そ*

零

老

：
た1̂
潲

雛

弋

弈

ば
'

4

ね

翁

：
寒

；两

し

て

同

.ー
^

^

&

の

ゎ

員
は
互
に
結
婚
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ぬ
が
、
他

Q

集

團

：と

は

：之

れ

：を

許

さ

れ

る

.と
v>

ふ
こ
^

に
^

つ
た
？
例
へ
ば
デ
ィ
ン
プ
ー
の
息
子 

は
‘

同
じ
デ
ィ
ン
ゴ
ー<0
娘
と
ば
、0

婚
す
.る
こ
^

が
出
來
ぬ
”が
、
匕
の
ニ
人
は
夫
れ
ぐ
ニ
十
鼠
、

H

ミ
ュ
ー
、
其
他
の
集
團
の
も 

の
とS

相
結
^

こ
と
：が‘出
來
.る
と
o
,.
-
;

(

s

v
素
よ
以
こ
.れ

は
.

1

:個
の
傳
說
で
あ;̂
上
‘
に
、-
:敖

し

も

#
>
:
る

る
に
知
分
な
も
の
で
は̂

い
。
然
^;
;

繁
殖
の
組
織
と
し
，て
看
た
：る
場
合
の
.
氏
族
の
性
質
と
實
際
を
、
或
る
意
味
か
ら
云
へ
ば
、
そ
れ
が 

傳
說
で
あ
る
だ
け
に"

ー
曆1

種
の
直
入
力
を
以
て
、
談
る
も
の
で
は
あ
る
ま
な
い
か
p
: M

o
r
g
a
n

の
熱
心
な
.る
硏
究
に
よ
つ
て
報
告 

ぜ
6-
-

れ

た

イ

せ

：ク

免

ぞ

種

族

に

於

呔

石

氏

.族
ば
、
そ
.の
：
部

族̂
上
つ
■.て

多
少
名
稱
及
戊
數
を
異
に
す
多
が
、
ス
ll
g

太
體
狼
、'
觸
 

.ビ
#

:!
<
v
、

鹿
、
鹬
>
:驚
、
騰
の
八
氏
族
ぬ
分
れ
て
居
り
、.各
成
族
：內
0
'
通

婚

は

嚴

重

、
に

禁

忌

：
さ

れ

て

ゐ

：
る

々

異

.氏

族

間

に

結

ぱ

れ

：
る 

,
彼

等
0

婚

姻

は' 
そ

れ̂

身

め

ゲ

ち

ヒ

&
o
n
o
g
a
m
i
e
.

ね

至

，る.ベ

き

要

素

(

或

は

傾

向0
^
含

む

奪

の

セ

，あ

S

、
承

く

：と'-«

片

複

制:̂
觀

#

勝
的
で
欽
る
0

§

'.
;
,
:
£の
赤
質
は
濠
■

未
開
人
間
に
普
遍
的
ゆ
看
：ら
客'、
_

は
絮
氏
族
前
態̂

或

；は

廳

氐

族

制

士

:%

茕
^

が
の
^

^

て
へ
：
 

一®

_
型
的
で
あ

る
-o
-
i-
:

だ̂

ち
、.：.
.い

免

之

れ

.
を

^

ミ

ぎ

ロ-f
■

種

族

に

就
^

:て

觀

る..に
、
：
こ
6

種

族

；
に

は
0
:大

漸

赐

，
：
.
力 

ゾ

ガ

ル

お
’

ボ
ボ
ト
ツ
ア
么
へ
ノ
エ
ミ-.
.
-
-ビ̂
：ル
：パ̂'
黑
蛇
め
玲
.族
：が
存
ヤ̂

の
で
あ
％
が
ゾ
こ'れ

等

全

：
氏

族

を

：
通

じ

.て

マ

別

に

そ

の 

%

^
ば
次
0-

如
き
八
の『

色』

：-
0
1
|
:
に
分
が
た
れ̂

0
.'
.
ず
，
な

は

ち

，
イ

ダ

-
イ(：

與
0
ト
イ
ケ
。ハ'タ(

女
-

>

:ン
«

(

男)

卜
ブ
>(

女)

夕 

vl
:

c
男5

-
^

マ
ダ
れ
女)

、‘：■ク
ツ
ビ(

興)

丨
カ
求〔

ダ
八
女5
妒
こ
れ
ザ̂
>
:

る
0
.
'而
し
±
.
イ
：グ
バ
彳 

•ブ
ダ
.と
キ
>グ
ザ
^

吃
イ
^

つ
イ
と
通
婚̂

各
以
前
ゅ
他
の.：.
.
1
,
切
0

結
合
が
禁
忌
さ'れ

そ
>̂
;
夯

せ

觀

る

と

き

尤

蜥

蜴

ノ

ギ

ン

ガ

ギ

ー

、

オ

ボ

1

:̂

ア
ム.
の
1

1

1

族
0

男

，女.は

ム

す

か
'

マ.
ク

、
或

は

：ク
ツ

.

.ビ
如W
.

申
ク
：で
：：

.

あ
，り”

：

H

ミ̂
 

1

、
、^

ゲ
ル.
#

_

蛇
の」

1

&

族
の
舆
女
は
グ
ダ
.
ボ

が

« :
« ;
s

げ
か
S

物
敬
敗’

『

社
會
學
敗
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婚
姻
に
於
け
るf

生
物
學
的』

爲
瓧
#

學
的』

.

六(

六
：1

,0

六
：六a

 

»-
‘
ィ
：種

族

の

血

緣

的

系

故

は

元

來

一 .、

一
っ
に
歸
せ
し
め
ら'
る
べ
.聋
か
の
^

あ
0

^

、
.
そ
の
.六
氏
族
八
色
：
.の
_

様
は
^̂
^

さ
れ
た_
^即
ち
こ
れ
が
氏
族
態
そ
れ
自
身.の
.完
成
へ
0,

發
1

^

程
钇
示
.で
も
の
と
も
茇
へ
や
ぅI

も
：̂
で
あ
ち
ね
ば
な
ち
ぬ̂

斯 

く 
b

て
い
ま
大
蜥
蜴
氏
の
 

<

1
は
、;*
.
'
:そ
：の『

色
；|
の
定
め
に
ょ
つ
七
エ
ミ
ュ
ー
氏
、
ビ
ル
バ
民
、
黑
^

氏
を
通
じ
^

そ
め
^

タ

と

通

婿

し
. 

# :

ベ
く
、
そ
の.問
比
坐
れ
た
子
女
择
子
は
母
の
氏
に
つ
く
が
故
5

ィ

ッ

パ

ィ

戈

は

ィ

ッ

：
。
ハ
ダ
，
と

な

る

o
:
同

樣̂

ク

ダ

ビ

は

同

忆

範

圍
 

の
.ネ
ッ
パ
タ
と
通
婚
し1
^

0

:子
女
は
ク
ン
ボ
か
ブ
タ
に
屬
す
る0

な
ほ
、
更
略
エC

ュ
1

氏
私
ク
：ン
甙
を
例
に̂

^

ば
;'

こ
：れ
比
逆 

ぬ
大
_

蜴
、：ヾ

ヵ
ス
ガ
私
丨
、
：
オ
ボ1
.
ッ
ア
ム
3

氏
を
通
^

ゼ
も
な
被
タ
と
通
婚
す
べ6

ぐ
'ぞ
の
壬
女
は
ク
ダ̂

而
u

p

彼

等

の

群

婚

ば

既

聲

に

こ

め

定

^ ;

從

ぷ

の

で

あ

：る
：が
>

含
0
"

的§
-

は
.
こ
1

^

に
就
.

い
^

^

制
度
―

味
深
^

も
め
で
あ
^

リ
こ̂

^

の
&

色
宗
形
成
さ
れ
る
方
法
及-び
結
婚
及
ひ
繼
承
ー
に
關
し
ゼ
彼
等
の
有
す
る
範
規
に
土
り
：：
 

で
.そ
の
'當
钡
の
自
"的
ゆ
肉
親
以
兄
洛
姉
妹
を
婚
姻
關
係
；

ょ

り

除
外
し
で

、

只
傍
罘
电
屬
す
る
兄
弟
姉
妹.の
；み
.を
之
れ
'に
維
存
す
.る
/
に
，あ 

っ
.恕

。
か
は̂

^

で
あ
;̂』

へ.とs

ふ
^

斯
ぐ
の
如
き
ゆ
舉
竟C..

7.

七

：土

人

め

間

に

發

見

さ

れ

於

か

：
の

.
7*

ナ
ルK

婿
の
半
血
族
的
群
婿
：
 

の
“態
様
C
13
1

0

を
-i

び
で
^

^

0
八
然
?>
:
;己
：の̂

ナ
^

て
家
族
^

”

_

實
的
ぬ
單
婚̂

0

;傾
阿
が
：存
す.る
こ
.

^
即

ち

：そ

：
の

雙

複

的

關

係
 

o,

雄

蒙

っ

て

，
自
然
に
或̂

特
粜
のf

人
.

(

女〕

が

主

妻

盟

：位
に
就
ぐ.の
；事
賢
が
_

fe

來
る
こ
i
 

で

居

：る
：
の

'
,

，
あ
、る0
0)

-
-
' 

■ 

..

へ-
.
V 

ン々
て,
'
:
'
.
.
:
.
.
' 

厂

し
..

;
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：■.
'
.、
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'
-
:ド
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例
へ.
ぼ
オ
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V

ガ
部
族
に
於
い
で
« :

、'
;八
.
氏
族
で
は
ぶ
る
汾
、

'
:
:そ
の
氏
族
名
に
於
て
| 1
*:

蒙

.
無
く
、.：.代
り
に
駿3
鞠
の
j

:

t

が
在
S

,

-:
:
i炎
た
モ 
>

1

ク
ー
部
族

i
!

は

鳴
.

熊

，

憲

'
蓮

戌
^
 

7

て
'
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ぃ
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：
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B a n  i

琢
V

'
蒯
し)

て
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:

_

歡
度
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'
:
.齓

く

漱

馨

歡

に

钯

布1
セ
疗
は
れ
た
こ
と
に
齔
ぃ
て
は
ド§

|

|

o-
p 
ノ 

c

f
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a
p
,
i
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I
V
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x
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及
び
；
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旣
出『

古
代
社
會』

下
卷
ニ
九
八
頁
。

し

か

認

您

拓

慌

断

民

族

象

族

謙

ビ

觀

る

と

き

は
^

か
乂
氣
脉
的
事
實
の
存
进
は
明
瞭
で
な
い
。
聖
書
の
:̂
述
を
以
て
み 

る
に
、
：ノ
ア
の
裔
た
ち
、
ィ
ス
ラ
エ
ル
の
子
等
、
そ
れ
等
の
人
々
が
亦
氏
族
的
な
血
緣
團
撤
を
結
ん
で
生
活
し
ヤ
居
た
と
考
る
，こ
と
は 

必
し
息
金
く
极
據
な
き
空
談
た
る
の
緋
り
を
受
く
る
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ

0

8

し
か
も
二
方
彼
等
十2
代
へ
ブ
ラ
ィ
人
た̂

0

氏
^

へ
生
活
に
於
け
る
兩
性
關
係
は*
旣
に
S

荔

的

騷

Q

下
1

か
れ
た
る
が
如
く
でl

i

古
代1=

鐘

盤

人

間

に

屢

々

一5

 

.

さ
れ
る
亂
婚
斯
例
も
、
實
は
寧
ろ
父
權
的
多
婦
制
と
觀
る
べ
き
理
由
，が

#

す
る
。'
更
に
希
臘
、
羅
馬
の
場
合
に
於.き

激
.る
も
、
.そ
の
. 

神
話
身
$

に
溯
つ
て
群
嫩
的
事
例
と
觀
る
ベ
き
も
^

を
求
め
る
こ
と.は
必
し
‘
も
不
可
能
で
な.い
。

B
a
c
h
o
f
e
n

の
.
.如

；含

は-;
:
:
'
希

獵

制

話
 

f

名
如
ら
所
^

の
^

往

を

さ

；

.
へ
：
：
結

諭
^

る
。§

8

然
も
、

信

賴
:1
>
.将
.：べ

き

歷

皮

姻

濃

を

宿

す

る

時

代

忆

：入

：

> 0

そ
ぬ
彼
等
ー 

■/
氏

族

寥

に

於

け
る
.婚
姻
は
、
も
は‘や
團
體
的
尨
も
の
で
は
な
く
て
、

『

家
1

を
;*

心

と

し

盡

別

的

な

孓

め

^

ぁ

0

允
こ
と
は
、
決
し 

.
て
否
み
難
い
と■こ
ろ
.で
ぁ
る
。
ハ己

：
我

が

費

族

制

度

は

、
そ
の
紀
記
を
通
^

H

M

る
を

得
.洛

峙

代

に

於

い

て

は

、

靡

に

：寧

ゐ

：そ

の

：
發
 

:
:
:達

.(
6
-
;
^
^
:
.

に
@

た
^

の
.と
云
ふ
可
く
、

，

こ
：れ

.§
:

家
族
^

^

に
考
へ
，ば
將̂

父
權
^

<

家
族
制
^

時
代
に
移
.ら
ん
と
-し
、r

r
—
：

否
寧
^

大：； 

.，
還

餐

励

亦fl
は
れ

盡

さ

ん

と

し

て

居

逢

さ

涔

凌

衰#

べ

窥

：1&
德

に

云
.
へ
ば一

,
稱
の
中：

央
集
椒
制
度̂―

匕
れ
#

裳

び
：
'

:

莊

嵐

制

度

遵

福

度

：に

移

珩

し

龙

が

：

^

-

^
向

蕩

ー

嘗
'に

瀕

し

忒
^

^

ふ
、べ
き
で
ぁ
つ
た
^

の
■
雀
と
も
云
ふ
：ベ
ベ

”

，
，
. 

明
^

に

婚

姻

は『

£

%

屮

心

寧

ろ
: ^
—

的

酿

調

亦

滸

洛

れ

名

汝&

ば
_

家』

の

反

而

.
で

ぁ

つ

た

と

い

ふ
こ

A

が

出

来

る
o

而

し

て

そ

の 

以

前

杧

溯
.る

こ

と

は

、

存
-

全
1<
神

話

の

：世

界

允

思

考#

翼

を

延
::
^

£

^
め

許

;5
る
>

忆

止

ま

り

、
：そ

れ

以

上

'は

如

何

と

も

爲

し

難

い
\

-
:嘏
姻
：に
於_け
：
属

虫

物

學

的

1!
-
.
4社

慕

瞥
':
,

.
六
七
，
.

■
(

：
六
七
：
、
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:

£け
：
る

罵

物

學

的

』

暮

社

翕

：的

』

：：
 

^ 

. 

-
A 

.
- 

，
こ

と

で

言

が

、
，
楚

他

Q

機

富

於

いW
_
Q

觸

矣
I

如
く
I

.

そ
I

I

哑

§

天
|

婚
神
f

 

f

れ
た
る

,

.

1

を
は
じ
め
、
早
く
父
權
的i

的f

度
の
支
配
的
形
勢
に
ぁ
つ
だ
こ
と

丨

他
方
こ
れ
i

併

ん

：
で

毋

撤

敗

猶

系

的

事

_

は

之 

を
.暗

示

すf

の
I

す

べ

き

事

项

の

時

に

I

せ

ら

るV

I

然

の

こ

と

で

、

然

も

，
こ

H

證

權

望

潮
I

窮

對

し
 

‘
.て
、
|

‘の
.否
定
ヵ
を
？

る
も
の
で
歎
い
。
と
同
時
に
、
S

性
制
度
の
可
成
のI

の
.弛
|

物
|

|

と
着
m

M

潑
猓
さ
_

如
■

為

く

裏

つ
J

.

の
f

最

初

道

階

舊

い
#

^

^

的

囊

も

存

し
f

う
し
、i

ま

を
f

も

豸

 

♦

>

s

は
な
い
が
、
羅—

_

に
過
.ぎ
ず
、
，
歷

史

的

攀

瘦

時

代

に

至0

て
.
は
、.
‘明：

か
；■

機
的
f

:

義

る

繁
_
 

址
の
と
:̂

悉

I

丨

を

擎

記

事
■

む
へ
る
に
、t

s

x

s

雞
遭
ふ
こ
と
が
な
い
で
：ぁ

身9

3
 

.

@

 

A

道

f

 

I

摩
 

一t

記
述
其
f

の
I

記
f

決

是

瑟
f

ザ
_

、
併

建

屢

羅

け

る

氏

族

的

羅|

る
も
の
と
し
て
警
時
の
泰
は1

為

^

へ
：”

；，
讀

。■
.

民
數
紀■

■

.

謹

_

寒

■
;

;
分
明
か
"着

！K
:%
J
と
が
池
來
や
ぅ
。
な
ほMo

r
?
,

 
o

p
r

.
c

f

'

ソ
 

'
:
,

,
而
ん
マ
,

ば
灣
紀
第
四
|早

病

。
一…

時
に
P

I

S

I
に
近
い
も
の¥

谓

得

て
^

他
1

だ
.多
く
遭
遇
ザ1

權
家
I

■

比
し
：て
群
婚
に
；關
すI

述
を
f

 

A
 

一
と
は
■

と

ぶ

对

能

■

、
や

ぅ

に

思

は

ネ

る

:,

°

旣
に
エ
ホ
バ
の
鳘
る
も
の
が
甚
だ
父
權
的
で
t

o

e
創
世
記
第
1
15:
ー±.」

節
以
下
及
|
5 

,.

其
他
各
所
I

ょ
>

パ

ゥ

を
3

S

女
ょ
り
出
で
ず
し
て
女
はf

り
出
で
、
與
は
女
の
た
め
に
，

れ
ト
し
て
女

I

缉
の
た
め
に
造
ら 

れ
た
れ
ば̂
:

り』
C

寄
棘
多
前
書
第
十
一
軍
八
十
九®

と
。

.

、

' (

17〕

： Da
s

 

M
u
t
t
e
r
r
e
c
h
t
.

p;: a: 

■

Q
 

 ̂

.
0
^
. 

0
^
- 

M
W
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0

^

-
 

s 

s
w
- 

^

i

(
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ン
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L
e
t
o
u
m
e
a
u
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o
p
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c

i

r

c
h
a
p
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X
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4
100
*

C
20
Y

,
瀧
川C

政
w
敎
授
が
そ
.の

日

本

社

會

史

六

頁

に

於

い

て

偶

々

筆

者

上

同

じ

注

意

を

狒

は

れ

，
て
，
居

ら

れ

る

の

を

知

る

ノ

'

.

(

5

」

旣
出
拙
稿
。
：
本
認
第1
1七
卷
第
ー
ニ
號
扛 

-
. 

:
■■
;
■

:
: 

、
 

.

四
.

. 

.

今
、『

家J

な
る
語
を
も
ち
來
つ
て
、

「

家
を
中
心
に」

と
.謂
ひ
、.
或
は「

家
の
反
面」

と
謂
ひ
.
な
ど
し
た
が
，
こ
の
家
な
る
語
は
、
同
時 

に
I

或
は
時
に
個
々
に
、
ニ
锬
の
意
味
を
有
す
る
。
す
な
は
ち
家
長
に
統
率
せ
ら
れ
た
る
夫
婦

•
親
子
•
家
族
等
の
現
莨
的
生
活
共
同 

態
を
意
味
す
る.と
同
時
に
、
斯
る
現
實
的
家
族
態
の
一
連
鎖
と
し
て
の
柚
齔
的
猝
在
、
換
言
す
れ
ば
、
祖
先
と
、
現

.往
の
家
族
良
と
、 

未
來
の
子
孫
と
の
大
集{1
1

、I

双
は
こ
れ
を
贳
く
永
世
的1

續
を
意
味
す
るo
r

i
か
の
氏
族
態
の
後
繼
者
と
し
て
確
宛
を
兇
た
る
父 

權
的
家
族
態
に
於
け
る
家
の
觀
念
は
觉
に
後
对
に
あ
る
。
從
つ
て
家
の
觀
念
を
资
背
に

^

S'

と
ぎ
は
、
家
、'或
は
家
族
態
な
る
，も
の
は
、 

氏
族
’制
度
の
前
に
は
存
在
し
な
い
も
の
と-

—

僙
く
と
も
ー
應
は
、
云
は
ざ
る
を
得
な
い
が
、
前
者
の
意
味
に
於
け
る
家
、
換
言
す
れ 

ば
家
族
生
活
は
、
人.の
虫
活
.に
殆
ん
ど
宿
命
的
に#

在
す
る
と
謂
つ
て
い.
^
 

.事
實
に
於
，て
人
問
は̂
乳
期
が
他
の
'動
物
に
比
し
て
著 

し
く
長
い
。
人
の
子
が
獨
立
に
堪
え
る
.に
は
霞
く
と
も
十
年
に
庶
い
歳
月
を
要
す
る

o
,
從
つ
て
そ
の
間
は
、
ど
ぅ
し
て
も
親
子
’の
共
棲 

を
必
.耍
と
^-

る
。
夫
婦
が
必
し
も
常
に
與
樓
し
な
い
や
ぅ
な
社
會
も
あ
る
が
、
斯
る

■
と
こ
ろ
に
於
い
て
も
、
親
子
殊
<に
母
子
は
僅
く
と 

も
そ
の
哺
乳
沏
問
家
族
决
活
を
營
む
。
？

〕

況
ん
や
多
く
の
實
例■に
於
い
て
、敍
上’
，.の
翦
情
は
、.
子
女
か
ら
~云
へ
‘ば
、
そ
の
父
母
の
終
生 

的
共
棲
を
张
ぜ
し
め
て
焐
る
。
公

〕

然
ら
ば
、
こ
の
點J;
-

o

i

:

<へ.
ば
、.
、そ
も
^

*

の
は
じ
め
に
於
い.
て
、
.
家

族

共

同

態

と

は

"
婚

姻

共

同 

態
と
同
'
,
な
も
の
で
あ
つ
た
、
と
云
ふ
こ
と
す
ら
可
能
で
あ
る
0

?〕

否
、
言
葉
の
嚴
糈
な
る
诞
別
ょ
ヶ
す
れ
ば
、
こ
.
の
.ニ
衮
は
尤
ょ 

り
向
.
一.な
■る
.も
.
の
.で
.は
な
.い
。
僅
く
と
も
象
族
共
同
態..
.に
於
け
.る
失
婦
.に
關
す
る
限
り
の.
.部
分
が
.嫩
姻
共
同
賭
で
，
.l>
.f e
-

ね
，ば
な
ら
ぬ.

游
姻
に
於
ゆ
る
S

物
擧
的』

w
『

肚
會
學
的』

 

六

九

(

六
九〕



嫌
期
に
於
け
る『

生
.物
學
的』

高
社
會
舉
的』 

七
0

c
fc
cj)

が
、
そ
の
職
能
的
沿
革
觀
ょ
り
す
れ
ば
、
家
族
共
同
態
內
に
於
け
る
虫
作
及
傲
隞
へ
，向
っ
て
の
協
同
は
、
旣
に
述
べ
た
を
が
如

^

f

と 

不
可
分
的
關
係
に
在
り
、
家
族
共
同
態
と
い
ひ
'娘
姻
共
同
態
と
い
ふ
も
元
來
各
が
そ
の
或
る

1

而
を
表
す
も■
の
だ
とf

み
ふ
こ
と
も
出
來 

や
ぅ
歟
と
思
ふ
。
兎
も
灼
も
、
斯
く
の
如
く
し
て
、

-
斯
く
の
如
き
意
味
の'『

家』

は
氏
故
態
の
前
に
も
、
.
'ま

た

氏

族

態

の

ぅ

ち

^'
,
も

办 

る
O

S

素

と
一
に
氏
族
態
と
謂
ひ-

氏

族

社

會

と

い

ふ

も

、
ベ

そ

の

發

達

-
の
，’段

，階
に
從
つ
て
そ
，の
態
樣
の.一

で

な

い

こ

と

は

、

窜

實

’
に 

於
い
て
は
尤
ょ
り
、
道
现.の
上
か
ら
I

、
容
易
に
知
り#

ベ
き
と
ご
ろ
と
宕
ふ
べ
く
，、«•
く
て
;̂
,
:

g

も
小
な
石
.も
の(

發
達
の
初S

)

に 

往
っ
て
は
、
そ.
の
實
質
家
族
態
と
異
る
こ
と
な
ぎ
が
如
ぎ
，も
の
、
枰
莅
も
考
べ
锝
べ
く
、
、そ
の
大
な
る
も
ひ

(

發
速
の
後
期)

に
*
:̂
:

て 

は
旣
に
所
謂
父
權
的.大
家
族
へ
の
分
解
過
程
に
入o'
て
‘居
る
、こ•

と

、
•現
に
歷
史
時
代'に
於
い
‘て
見
る
旣
述
希»-
羅
馬
-

我
が
^

の
氏 

族
社
#

の
如
き
が
あ
る
。
 

,

C

1)

家
な
る
觀
念
は
、
特
に0-
本
語
に
於
い
て
精
し
い
。
我
國
法
擧
密
の
こ
の
槪
念
に
對
す
る
分
析
に
就
い
て
は
、
巾
川
敎
授
、
旣
揭

『

•％
分 

法
學』

I

n

s

M以
下
，を
引
照
す
れ
ば
足
る
。
な
ほ
同
留
四
〇
貢
以
下
。
■ 

c

o
c.
I
a
n
g
e
s
,

o-
'

p

,

.

c

r

L
i
b
.
M
I
.

 

c
h
a
p
/
1
;

 

V
I
I
L
.

 I
X
.

 

X
;

參
照
°:
敎

へ.
授
は
木
文
述
ぷ
る
が
如
き
現
實
的
家
族
典
同
態
を
现
贺
的
^
く
は

一
世
代
的
家
族
態
と
呼
び
、
、他‘を
抽
象
的
若
し
.く
は
超
世
代
的
家
族
態
と
呼 

ぶ 
o
' 

\ 

• 

.

.*

.
:C

2)

. 

f

rン
ダ
マ

ン
諸
^
で

は

、

或
は
少
な
く
と
も
如
の.或

る

鳥

で

は

、
最

近

ま

で

女

は

典

有

に

さ

れ

て

ゐ

た

と

耷

は

れ

，る

o

 

: 
•
•
し

か

し

な

ほ 

他

の

辦

實

に

ょ

る

と

，、
：
ア

ン

ダ

マ

ン
の
.與
女
は
、j

時
的
に
で
は
あ
る
が

M
o
n
o
g
a
m
e

な
結
合
を
結
ん
で
ゐ
る
。
す
な
は
ち
多
く
の
励
物
が 

;:

や
る
や
3

に
、
女
が
妊
娠
し
て
子
を
持
っ
た
嗎
は
?-
'

そ
の
子
の
離
乳
汴
る
ま
で.、

一
緖
に
暮
す
。M;
く
夫
婦
的
結
合
を
す
る
と.い
.
ふ
こ
.と
は
、 

ょ

し

と

れ

が

如

何

欠

短

：，い

間

.で
あ
つ
て.も

、.
-:
^

9
現
3

沄
.
，
と

は

全

く

兩

立

.し
な.い

事

實̂
あ

る0』

：'
,
,
'
总
^
0
1
1
1
1
1

^

^o
p
，

c

f
. ch

a
p
.
.
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I
I
.
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d
r
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X
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ぃ'蒙

第1

節
■

实
霞
同
乾
現
今
歐
米
の
春
に
家

u

l

i
態
が
、
實
I

く
婚
姻
典
同
態f

益
貲
を
併
記

レ
亡
E

。
，
そ

霡

撕

定

宅

麗

せ
I

、
生
露
同
態
で
た1

1

■

■

■

協
同
關
敗
_

め
,

關
傲
1'

の
_

者

,

所

謂

疆

大

議

態

餐

な

家

族

集

團

が

、バ
忘
形
に
鞞 

■

 

C
O意

が

如

き

、|

繫
謹
し
て
氏
族
態
を
坐
む
說
に
立
つ0(

0

1

^

族
態
と
家
族
態
と_

生

盡
—

に

就

い

で

逢

者

の

間

—

の

ぁ

玄

：
こ

备

ぁ

義

.

S

"身

'の
如I

-.
K

遺

と

家

^

^

:

力 

全

然

目

的

重

色

直

質

一

の

集

團

I

字
る
說
も
ぁ
る
。I

I

の
說
：の
：如
.

I

、
稍
や
然
り
と
云
ふ
べく
、.彼
は

、
；
：
：氏

族

態

.*
?
:れ 

鼻子と
し

.で
、.
’如
何
な
る
於
藤
翏
族
態
の
存
在f

認
め
て
居
な
い
。
操
本
彼
れ4

亦
靈
的
に
は
一~

と
4

或
A

時 

飯

淺

に

於
6

て
は
、
す

な

馨

急

代

及.び̂

の

次

世

代

に

於

け

る

家

族

態

^

^

读

晨

態

め

内

に

I

、
そ
.
の

他

溶

摆

：

卷

外
 

鼠

っ

た』

と

云4
0
3 .
:

と
_

ば
'

夫
_

と
は
_

看

.
S

氏

舊

f

て
足.る
。
.即I

籠

な
■

の
は
氏
豪
か
ら
、
f

獨
立
し
て
出
現
しi

り
■低
級
な
形
態
か
今I

高
級
な
1

1

$

^

、賢

由
.
^■

塞

業

歟

し

ノ

戀

蛩

ざ

逄

會

的

體

霉

嚴

ど

：し
で
_

斷

な

く

存

續

す

る

I

I

漫

::

れ
尤
、
氏
族
ぼ
全
瞪
，と
し
てp
l

oB-
y

に
人
り
p

r

l

y
は
金
髖
と
し.
て
|

に
入
り」

|

は
全
腾
と
1:
;

8

家
に
太
：る

专

が
 

る
が
，、
夫
酸
と
は
必
ず
相
興''
.つ
た
氏
族
に
.屬
ざ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
家
族
態
は
決
セ

、
と
い
.ふ
象
ぁ
る
。
而
し
て
ま
だ

『

1

勝
及
び
：^
^

態
兰
糾
織
は
相
異
づ
紀
原
則
に
出
發
し
、
互
に
全
然
獨
立
し
て
ゐ
る
。

〈

氏
族
な
t

.の 

が
备
祖
朱
と
想
像
さ
れ
る
ー
人
め
人
間
の
モ
紙
^
1
.部
分
を
包
含
す
る
箄
事
、
ー
他
の
雰 

.ゝ

一

部
.を
I

す
る
の
み
で
、
囊
餘
の
部
分I

斥
す
る
o
.家
族
I

る
I

罃

族

_

の

着

分

子

、敷

の

圃
S

K

に
入
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
に
か
、
は
ら
ず
、
古
典
時
代
に
於
い
て
は
、
：ぞ
れ

i

A

I

I

意

‘た
0
窆
0
減

上

彼

の 

培
薛
辑
に
於
げ
る

s

.̂

笋
的』

せ『

肚
會
學
的

』

 

J

七」

o

-

^

:

l

'

)



婚
姻
に
於
け'
.る『

坐
物
學
的
f

『

社
贫
學
的』 

七
.
ニ

言
ふ
と
こ
ろ
は
疋
に
ぞ
の
と
ぼ
り
で
あ
ら
ぅ
。
乍
併
こ
れ
ば
、

.所
謂
父
權
的
大
家1

が
氏
族
態
が
ち
崩#
1

^
:1
,

^
は
：;1
:

あ
セ
4

家
族
態
な
， 

る
も
の
が
、
展
開
し
た
の
で
は
な
いこ
と
を
證
明
す

る

こ

と

で

，
あ

る

o

家
は
一
の
統
治
紺
織
と
し
て.の
氏
族
.の
單
位
又
：は

細

胞

0

4
な

か

，
つ
た
； 

が

亭

實

氏

族

負

の

坐

流

の

車

位

：で

あ

つ
た
こ
と

は
#

へ.得
べ
き
.こ

と

で

あ

る

。

.

.か

く

て

，

M
o
r
g
a
n

も『

勿
論
家
庚
1

- ^

雖
:%
、
第
ー
，
義

的
^
 

も
：の
で
、
氏
族
よ
り
は
寧
ろ
古
い
に
相
違
な
い

』

と
云
つ
て

詈
Q

上
i

f

の
所
説
に
つ
い
て
は
：
著

が

。

V
U
I
,
V

を
參
照
'0

經
濟
坐
活
の.方
酣
_

看
る
も
、
：本
源
的.氏

族

坐

活

疲

发

證
«

か
ら
消
費
ま
：で̂

S

の
科
程
が
凡̂

-—
*

氏
族
内
：に 

於
い
.
て

运

れ

，
偶
發.的
に
起
0

た

る

こ

と

を

考

へ

ら

る

べ

き

交

易

現

象

も

、
，
氏

族

蘭

 

こ
の
.意
； 

味
か
ら
氏
族
膜
ぞ
れ
自
身
が
、
經
濟
單
位
で
あ
つ
た
.と
.謂
ふ
.こ
と
ば
IE
,
,し
，い
。.
.乍
併
極
ぐ
小
規
模
な
る
氏
族
態
は0，
事

實

上

家

族

態

と

の

：
區

- 

.

別
を
孪
る
に
_

!

べ
.ぐ
、̂

れ
が
大
と
：な
れ
ぱ
、
尙
ほ
上
記.の
.意
味
.に
於
.い
.
.て
4

^

:

は

裒

ね

ば.な
ら
ぬ
が
，
實
際
に
於
い
て
、
廑
く;̂1
消

費

體

と

し

：セ

み

小

眾

位

が

"そ

の
內̂
生
：
じ

來

る

ニ
^

自

然

で

あ

る

ど

信

-̂

る
汐
こ
の
意
味
に
於̂-
^

て
は
/
苕
昏
ギ
氏
族
態
は
外
部

と
考
.へ
た
の
は
、.
ょ

ぎ

萧

眼

、
分

き

思

考

ど

思

.ふ
。
一
況
ん
や
實
，の

と

と

^

を

霞

：
ば

、
へ
細
密
な
る
學
問
的
檢
討
の

.前
に
は
、
家
族 

區

幼

は

必
d

終

始

阴

確

た

，り

得

な

い

こ

と

が

少

く

な

い

。

例
へ

.ば
羅
馬
に

：於

げ

：る

g
e
o
s
,

の
輩
心
の
如
令
も
學
者
に
よ
づ
て
或
は
之
れ
を
. 

家
族
態
の
如
ぐ’
或
は
ま
た
氏
族
態
と
し
セ
呼
ぷ
の
セ
あ
る
^

旣
に
じ
セ
斯
く̂

如

く

で

あ

石

が

^

そ

の

間

に

於

け

る

筆

者

の

考

へ

は

本

文

及 

1

1

1

1

 る
。
，
：
：
.
：
1

:

-'
“

I

'

,
 

我
が
邦
古
代
家
族
は
月S

.

と
し
て
ぬ
の
.中
め
存
在
し
た

0
、

パ
'
パ

リ
“

^̂

我
が
邦
上
古
の
民
が
氣
と
血
緣
團
體
で
あ
る
€

と
：に
就̂

,
て
：は
異
論
無
き4
0

;ろ
、
と

謂

は

：
ね

ば

な

ら

：ぬ

0(

孓

乍

併
 

織

に

於

て

早
<,

か

ら

、
.？
>

血

緣

紙

ぎ

『

部』

C

9)

を

含

み.

^

ど

：
写

ぬ

ん

よ

り

ば

、

觀

方

：
ぬ

よ

つ
て
は
、

こ
.

れ
を
.基
礎
と
.し
て
と
さ
へ
茨 

ふ
こ
と
が
出
來
る8
 

—

更
に
如
に
は
そ
の
，
-

S
-

に
完
全
«/
.る
^

|

風

、
參

り

：
婢

ぺ

發

を

包

有

ー

し

电

こ

と

ば

”：

希

職
•
羅

場

の

；
氏

唉

態

.

と
全
く
同
樣
で'あ

る

。

ず

な

は

ち

我

，が

邦

の

氏

族

(

M

)

に

就

，
い

て

は

、
.
史

料

の

依

據

せ

ら

る

べ

き

限

り

0

古
さ
に
於
い
て
は
尤ょ
り

>

 

あ
ら
ゆ
み
推
斷
の
能
ふ
限
り.に
溯
つ
て̂

、'
.尚
：樣
旣
に
.血
緣
以
外
の
隸m

體
を
そ
の
ぅ
ち
に
含
ん
だ
組
織
、
す
な
は
ち
眾
な
る
血
緣
團 

體
> 

か
の
俞
殷
觀
た
名
が
如
き
母
米
利
伽
土
入
や
潫
洲
土
人
の
•間
に
在
る
氏
族
態
，の
性
質
と
は_

か

ら
興
な
る
、
旣
に
或̂

殺
階
に
獾 

し
た
ー
.の

血

織

體

：で
：
：あ

づ

た

こ

と

を

知

;?
>

ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
か
く
て
氏
は
統
治
の
观
織
と
し
て
は
射
鎖
的
に
一
單
位
を
爲
し
$

觀
石
べ 

き
で
あ
る
が
•

.生
活
の
單
位
と
し
て
は_

ー
に#

く
大
に
過
ぎ
た
も
の
が
あ.つ
た
と
.云
は
ね
ば
な
ら
ぬO
C12〕

換
言
す
れ
ば
、
齊
が
邦
上
古 

人
は
^

_

少
.く
と
ト
知
り
得
る
限
り
の
事1:
的
に
运
つ
て—

そ
の
生
活
を
氏
の
中
に
包
在
す
る
家
，に
組
織
し
て
有
つ
た
と
觀
る
：べ
き 

で
あ
る
o
' 

-

9.
0.
.

月(

へ)

は
家(

ィ
-
.へ)

で
あ
る
。
ま.た
籠(

へ)

に

通

ず?>
-
と

考

へ

ら

れ

る

。
；
旣
，に

し

て

令

に

『

一

戶

三

的

縱

有

1

家
。
以
戶
爲
限;0
不

計

家 

多
少
也』

(

令
集
解
•
戶
令〕

と
®

：

g

せ
ら
れ
た
家
は
、法
律
的
に

i
K

へ
，ば
、
戶Q.

組
成
分
子
で
、
家
長
と
、
そ
の.妻
去
乇
係
ょ
0

成

：
る
'

(

そ

ゆ

以 

外
に
傍
糸
親
を
含
む
こ
と
が
あ
つ
た

)

と
1其
ふ
べ
き.で

あ

る

が

、
：
そ

'の
令
に
し
て
别
の‘
と
こ
ろ
で
戶
が*

竟
所
謂
家
と
考
へ
て
ょ̂
}

^
を
#

つ
て
■ゐ
る
。
 

• 

、
 

- 

, 

■ 

.

’
！ i
c

か
戌
に
包
摘.さ
れ
て
存
在
し
た
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
が
、
戶
も
亦
一
戸
が

.必
ず
一
ヶ
所
に
估
居
し
た
の
で
は
な
く
、
幾
っ
か
ぬ
所
を
興 

に
じ
て
分
れ
注
ん
佐
の
で̂'
つ
て
，
令
に
劳
ぶ「

鄕
尸
と
は
こ
の
場
合
戶
主
及
び
そ
の
家
族
の
住
む
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

0'

、「

房
戶」

と
.は
家 

■

,
.族
の
居
所
で;̂
る
0

す
夂
は
ち
氏/
上(

中
审
の
：
'历
の
.長
者
.

〕

に
;̂

て
統
维
せ
ら
れ
た
る
大
小
の
氏
の
氏
人

t

及
び
部
©

ば
谷
i

户

を

爲

し

.
て 

.

坐
活
し
て
ゐ
た©;
で

釭

ふ

於

、
：
と
办

'戶
は
旣
に
唞*
令
の
時
代
に
於
い.て
は
法
文.上
：明
ち
鄕
戶.
.

「

房
戶
し
の
呼
稱
を
以
，
て
戡

別

し

て

睜

ば

れ

た 

る
が
如
く
家
族
吃
兔
員
が
於
じ
も
戶
虫
と

1

所
に
伐
居
也
ず
し
て
、
時
に
分
れ
住
办
こ
と
を
爲
し
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
救
に
戶
主 

ど
、

承
の
嫡
興
！#.

の
家
f

で
あ
る
。

.

ぃ
-̂

時
か
戶
-
-
-
1取
が
.卵
謂
丸
家
族
態
を
爲
し.た
こ
と
は
、
皆
く-
<
の
-5
:
-
|
1る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
'M

例
を
と
れ
ば
，4.

戶

の

^

に
は
猶

父

®-
'

、
.父

'
•
*■ 

.
ノ
 

; 

.

.
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- 

- 

.

.

.

.
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七

四

へ

b

四
ノ

毋(

妻
娈
：

r

兄
弟
姉
妹
、
、妻
姿
、.子
孫
の
外
に
、
甥*
甥
の
子
，
伯
祝
父®

、
從
父
兄
兄
婶
妹"
外
祖
父
母
1

外
孫
を
包
み
、
觅
に
同
熬
、
寄 

人(
寄
.ロ)

.の
外
に
■奴
•
婢
を
入
る
.
.V
.大
集
團
で
あ
っ
たo .

-

武
家
時
代
に
於
け
る
家
の
觀
念
は
、

一

家
とi

K

ひ一

門
とi

K

ひ
"

一

族
，

一
類
、一

流
*

家
門
"

門
葉
な
ど
、.稱
す
る
謂
はC
前
時
代
一
度 

崩
壊
し
た
氏
族
態
の
復
活
態
と
も
稱
す
べ
き
も
©.(

但
し
と
：の
結
合
ひ
紐
帶
、
恶
礎
は
、
軍
^

的
で
あ
る〕

で
:̂

っ-
て
、
.
か
の
‘
一
門
の「

家
瞥
U1
の 

.

如

き

、
；
前

位
-©

古
.

〕
の
戶
生
に
比
す
べ
ぎ
ょ.り
も
，、
寧
ろ
前
々
代
の
氏
の
上

(

前
代
资
族
の
家'に
於
け
る
氏
の
長
者

)

に
.庶
い
も
の
で
あ.っ
た
.° 

然
も
そ
の
間
こ
れ
等
か
大
家
族
態
が
自
'然
ょ
り
小
女
る
單
位
に
移
疗
す.べ
き
は
、.
自
然
の
勢
と
宏
ふ
べ
く
、
.
江
戶
時
代
に
於
け
る
本
家
、
分
家
、 

別
，家
.の
觀
含
の
如
き
即
ち
こ
の.現
れ
で
あ
，る
。
篇
ぼ
角
田#
言『

家
族
法
論』

、
：’砂
川
寬
榮
本
家
族
制
度
硏
究

2
^

り
O 

I
.讀
.の
.敗
値
必
：し 

も
無
き
に
非
ず
。
筆
者
ま
た
二
、
三
の
示
唆
を
受
け
た
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
得
る
と
こ
ろ
無
し
。
多
く
求
む
べ
か
ら
ず

o)

0

/

0氏(

ゥ
’チ〕

と
は
普
通
ゥ
ミ
ス
デ
、
ケ
.ミ
デ
の
義
、
Jf
i
l
-系
を
同
じ
く
す
る
も
の
.と
解
せ
ら
れ
る
。
，乍
併
ま
た

『

拾
芥
抄
造
氏
ぶ
內
の
義
ど̂: 

?)
:
タ
ネ
田
篤
胤
の::
^

氏

氧

同

說

タ

而

、

伊

達

千

旗

& -

大
8

_

象
_

は
.霞
ぅ
ぢ
は
钜
血
冢
チ
、
；
.ケ
：チ̂:

義
ど
み
4
0
:更
に
务 

ー
;!
1

士
淸
獲
訓
灌
に
は
イ
ッ
窗̂

義
と
解
ず
-0
55
<:
'
樂

田

寬

溥

士

：

(

民

族:1
^

田

銀

藏

诹

士

(

0.

本
經
濟
钯
の
ー
硏
究

1'
*

卷
一:
^

マ
i 

<
f

內』

説
に
傾
.き
、
宮
崎
道
三.郞
博
士(

日
本
法
制
史
論
集
五

1
1

頁)

は
、
朝
鮮
語
と
の
關
係
に
於
い.て
こ
れ
を
解
か
ん
と
し
た
。
ま
た
瀧
川

(

政)

.
-;
,

h教
授
.は
.、
：氏
神
中
心
團
體
說i
:

張
：せ
：ん
か
に.見
乏
る(

日
本
法■

<
:

衣
頁
日
本
社#
史

一

五

丨

七

貧
:乍

併

氏0
結

成

を

强

固

な

：ら

し

め

た 

へ
：」

要

素

が

直

ち

讧

そ

.«
0

本

質

た

、

の
_

を
有
す
る
も̂

に
：啡
ず
;0
:
語
源
的
考
究:©
結
果
が
“
1

難

に

裳

ー

て

も

縣

竟

そ

の

^

^

が

恤

緣

團

體

亡 

,

^

と
方
ろ
ゼ
在
义
こ
と
に
は
、
ー
興
說
無
七
支
云
ふ
こ
^

が
如
來
や
ぅ
歟
。
琪
資

「

识」

が
次
註
及
次
、々

註
に
述
ぷ.る

が

加

き

原

刻

的

に

血

緣

な

，き 

『

部」

を
早
く
ょ 
'り
含
!^

た
團
體
.で
:̂
>

っ.
.て
，
もJ
-

そ
の「

都
し
の
人
々
も
、•や
が
て
は
同
族
觀
念
を
抱
く
に0
る

傾

向

を

有

し

.た

る

も

の

で

あ

る 

'.
.

:

に

於

弋

拉1

耀

竟

共

同

；
の

祖

先

を

宥

し

.又

は

、^

す
2
:信

ず!'
?
>锻

多

の

戶

を

包

含

せ

，
暴

治

的

團

體

で

あ

る

と

云

ふ

こ

ど

.

.

^
。
旧
め
制
度
に
就
て’

モ
/

グ
ラ
プ
ッ
ク
な
も
の
と
し
そ
ば
リ
太
田
麂
氏
^
日
本
古
代
氏
族
制&

は
ク
充
分
隸
敬
す
や
き
好
著
で
あ
る

〕

。

^
^
^

I^tauas i

C
8.
;〕

旣L
i

天
1

職
に
際
し
そ.五
^:
:

齊

ィ

ッ

息

ノ

ヵ

へ

ミ

ダ

^

が
險
件
し
た
ご
ど
：が
見
ぇ
る
。
證
じ
天
蓖
设
が
包
有
し
だ

#

」

で
あ
る
。

‘ 

(

9〕

ハ.
%
し(

べ〕

動

は

俄(

と
ぢ
。
1
と

も」

は
象
よ
：
り

友

逄

の

い

も

に

於

け

る

の

象
取
同

じ

か
る
べ
く
、「

ベ」

は
群(

ム
1>
-

1
メ〕

の
轉
音
と
見 

る
や
G

レ
て
、.：.VJ.

れ
に
漱
字
の
故C

フy

を
當
て
だ
も
の̂:
.
. 

y
へ
し
と
云
ふ
內E

銀
蔵
博
士
の‘考C

旣
揭
爵
ド
卷 
一
o'

四
頁
X

か
#
^
穩
當
と
考
へ 

ら

茫

。
.い

づ

れ

に

び

セ

紹

歡

際

じ

於

て

，
齡

、

.敗
、
^

團
の
意
を
以
て5

の
人
々
を
指
し
た
こ
と
は
、
疑
な
き
と
こ
ろ
と
宏
ふ
べ

：
き
で
. 

^

ら

w
t

o

版
k

こ
の
：國
贬
ゆ
昏
長k
伴
造(

ト
ヘ
モ/:

'

v

ヤ
y
d -

o

或
は
伴
緖
ハ
ト
モノヲ

； }

と
云6

、

そ
の
.部
員
を
部
仙
ハ
ヵ
.
キ
ベ

、

ヤ

ハ

'

ベ
^

力

 

キ

ノ

タ

ミ}と

宏4
。
こ
の『

力
キ
ノ
タ
ミ」

の「

力
f

は
か
きc

娘
©

の
意
に
し
て
、
ま
た
ィ
へ
力

v

ト
0
家
垣
闪
>

の
意
0

1
田
宽
伍
博
士『

古 

七

の

鄕

と

戶

と

家

に

就

て

』

歷
史
地
理
第
一
一
！
卷

四

號

〕

と

考

べ

る

も
.

ま
た
侶
件
從
者
の
氣
と
斷
ず
る
も

(

齊
崎
博
士『

部
曲
考』

法
學
協
會
雜
認 

第
二
3

三
號
。
—

傅
士
は
兹
に
於
て
も
亦
朝
鮮
語
と
の
關
係
よ
り
推
論
S

を
下
さ
れ
S

そ
の
い
づ
れ
に
與
す
る
も
、
自
か
ら
そ
れ
が 

本
來
I

‘の
故
に
抚
族
と
一
围
を
爲
す
も
の
で
な
く
、
血
緣
外
か

(

例
外
と
し
;*
?

ふ
附
歸
す
る
风
と
血
緣
の
も
の
も
見
ら
れ
る
が

)

の
一
種
の 

霞
民
で
あ
る
こ
之
が
、
推
考
出
來
る
。
ま
た
隼
人
へ
天
蛊
氏
の
部
の

一

な
り)

の
祖
I

命
が
火
遠
理
命
に
屈
服
さ
せ̂
れ
て
そ
め「

日
夜
守 

鍵
人
し
た
る
こ
と
を
雪
て
、
爾
來
こ
れ
が
^

鍵
.の
從
に
服
レ
て
そ
の
丨
に
及
ん
だ
と
い
ふ
神
話
な
ど
も
、部
が
従
服
被
征
服
の
關
係
に
於
い
て 

氏
に
從
擬
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
論
せ

」

む
る
も
の
が
あ
る
。
尤
も_

に
も
述
べ
た
如
く
、
氏
に
從_
す
る
部
の
人
々
が
時
間
を
經！
 ̂

に
洽
？

in：

か
^

^

祖
觀
念
を̂
1

い
て
V

そ
れ
が
何
時
の
間k
か
览
く
信
じ
ら
れ
て
了
つ
て
居
る
こ
と
も
1

1

ぐ
れ
は
恐
首
長
を
多
く 

.

そ
の
，氏
の
上
於
嫌
ね
て
そ
れ
が
ま.

た
！！

•
々
部
の
名
を
以
て
氏
の
名
と
し
，て
居
る
こ
と
が
あ
ん
こ
と
な

S

よ
つ
て
、.
ナ
層
如
斯
く
繁
さ 

ル
る
こ
とU

な
つ
た
I

あ

ら

ぅ

ー

否
* 

2

氏
の
部
に
於
け
る
が
如
き
は
、
そ
の
部
Q

W

長
の
一
族
が
@
客
し
比
を
形
成
す
る
こ
と
が
少 

く
な
い
。
斯
く̂;
如
く
同
じ
く
部
と
云
つ
て
も
、
天
皇
氏
に
？

た
る
部

(

こ

れ

象

，に
品
部
と’い
ふ)

も

ち

れ

ば

、
地

力

康

變

.し
て
の
氏
に 

從
'ふ

部

も

あ

り

、
然
も
'
、

そ

の

天
.

S

が
や
がで
他
の
部
對
し
て
中
央
政
財
的
な
支
鄭
I

限
し
て
行
く
に
從
ウ
て‘こ
れ
に
値
踏
す
る

「

部」 

は
自
か
ら
他
の
巧
の
部
と
は
優
越
，せ
石
地
位
'に
狻
展
し
、
こ
れ
が'夏

'の一
,

族
が
前
記
の
如
く
す
だ'1

の
氏
を
形
成
す
る
，や
ぅ
に
到
れ
ば
そ 

傭
姻
に
於
が
る
今
也
物
學
的̂
^

社
會
黾
的』 

，
:
.七
3T(

七
班
、

8541008



勝
姻
に
.於
け
る『

坐
物
學
的』

%

社
脅
學
的』 

.

£>:
.
, 

、

七̂

:>

の
氏
の
內
に
ま
た

「

部J

を
從
屬
せ
し
む
べ
く*
相
當
錯
雜
し
て
複
雜
な
る
事
情
を
ょ
•く
分
析
的
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な■ら
な
い
が
、
要
ず
：る
に 

部
が
本
來
.血
緣
©

故i
i

非
ず
しP

氏H

從
縣
す
る 

一Q

 

麗

で
.
^
る
と
い
ふ
.

Jtj

と
；5
^認
り
な
い
と
こ
ろ
と

I

昆

ね

ぱ
^

^

ぬ
，。

(

な
ほr

部」 

に

つ

い

て

は

旣

揭

諸

論

文

及

び

內

田

博

士

.『

日
本
上
古
の
把
族
制
度
に
つ
き‘てj

日
本
經
濟
史
の
旃
究
下
卷
ー
〇
四
頁
以
下
0
||
;1
1(

政〕

敎
^

•

『

ぼ
本
法
制
£

、
『

日
本
社
會
史_

そ
の
項
等)

。 

*

;
'
/
' 

ノ 

_

」

：'

(

10〕

こ
の
點
或
る
意
味
に
於
い
て
は
我
阶
氏
族
制
度
丨

r

氏
し
の
特
色
と
沄
ふ
こ
と
さ
へ
出
來
や
ぅ

c

內
田
®

〕

博
士
は
1
氏」

に
つ
.
-
い
て
說
阴 

し
，

『

戌
は
も
と
祖
先
を
同
じ
く
七
て
尻
た
所
の
血
族
の
團
體
を
表
示
し
た
名
稱
で
ぁ

0

ま
す
0

氏
を
^

し
て
居
た
の
は
主
と
し
て
社#
.
の
：上
流 

_

位
'.
1
>た
貴
族
、

(

即
ち
諸
^

^

地
方
の
1|
»
:駿
对
長
等
の
族
類
で
ぁ
り
ま
す0』〔

斯
ぐ
て
、
氏
の
名
稱
も
、
そ
の
居
住
の
地
名
な
ど
と
併
ん
で
、
多
く
其
下
に
隸
從
し
ふ

「

部

0,
名 

前
を
以
て
し
た
卷
大
你
氏
に
於
け
る
大
伴
部
、
齋
氏
に
於
け
る
忌
部
、

±.

師
氏
に
於
ホ
る
土
部
の
如
き
が
ぁ
る
の
で
ぁ
る
。) 

<
:賊
出
書
ー.
0:
ゼ 

頁)

と
！

K

は
れ
た
の
は
雄
杏
の
知
る
限
り
に
於
て
、
摧
だ
簡
坶
な
立
言
，で
は
ぁ
る
が

>

最
も
適
確
に
し
て
含
蓄
ぁ
る

「

氏
し
の
定
義'
說
明
と
言
-

ず
る
。
 

. 

-
»

(

11)

'

奴
婢
は
部
仙
と
同
じ
く
隸
民
で
ぁ
る
が
、
後
者
が
玫
の
ぅ
ち
に
戶
灰
爲
し
、
半
卧
由
民
た
を
に
對
し
て
と
れ
は
完
く
物
品
に
同
じ
い

^
識 

民
で
ぁ
る
。
物
品
同
微
に
賣
賢
宏
れ
、

(

天
平
神
_

ー：警

及

び
£

»

1:

太
_

婢

た
、
謂
は)

象
家
畜
に
等
じ
.い̂:
:

の
で
'&;
%

ン
令
に
良
笼
良
ル_

由
；民)

に
.稣

レ

て

賤

又

：ば

賤

民

^
稱

せ

'̂

汝

ぢ
0,

は

こ

れ

で

，

载

の

^

婢(

官

戸

、'陵

戸

，
.
公

奴

婢

 

>は
、'
:私
.ん
办
奴
婢
へ
家
人

$

不
別
顯』

c

律
疏
殘
篇
、
：贼
蒗
律

)

：

P

ぁ
.り
羅
蚁
婢
者
。.律
比
畜
8

籠
曹
.至
如
ま
_

中
奴
婢
合
藍
蕾
对
從
母$

で
鉍
冬
®

^

.
•生
子
孫
相
承
爲
家
人
.。'
皆
任
求
主
願
使

』
C

令
歡
解
卷
一
ー
、

戶

令

〕

せ
1

己
失
家
人
奴
婢
雜
畜
赏
^
^

'
皆
還
本
虫
謙
亡
令>
で
.ぁ
つ
た
0
,̂

ぁ
％

免
も
こ
れ
等
が
い
ろ
ぐ
の
理
由
で
昤
：に
解
放
；せ

氣

で
^

&:
-

從
«

め
ら
.れ
を)

ど
は
、
ぁ
つ

: 

.

: 

. 

.

.

.
 

. 

. 

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

. 

. 

.

.

.

.

'
:た
.
の
で
あ
る)

0
. 

- 

::
;

• 

\ 

バ 

.
'
■:
'(

1 2)

.
氏

が
そ
の
.f

初
ー
兀
的
な
境
觚
に
於
て
統
治
的
に

も
、
經
濟
的
に
も
货
至
に
霞
的
な
園||
で
あ
つ
た
こ
と
を
考
'
へ

る

こ

ど

は

：寧

ろ

最

も 

/
 

;

自

敗

でW

る
0
ま
後
に
饮
こ
れ
が
膨
脹
し
て
、ffi
際
宗
氏
か
ら
蕾
分
裂
し
て
別
に_

し
た
と
云
ふ‘や
-.
0

な
こ
と
%;

、
上
毛
酹
坂
渠
氏" 

し

.平
雜

、.
土
上
氏
'̂

ど
の
例̂

敷
ぐ
る
こ
と
が
出
来
る

(

但
し
一
言
斷
つ
て
置
か.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ.こ
：と
は

、■
か
，.く
云
ふ
こ̂
^

一小
^

と
の
間
にV
宗
支
^

^
'̂

ゲ
と
做
す
說
に̂

す
を
こ
’と
を
鼠
勝
ず
る
も
の
で
は̂
い
？
獲
際
上
、V

る
大
氏
と
fe
;
.̂;

小
氏
と
が
；
時
に
霖 

.

.

支
の
關
係
に■

た
S

は
V

I

論
.

H

記
の
例
の
如
ぐ
彰
た
に.相
鼠
は
な
い
ギ：：

然
も
、
大
氏
、
小
氏
の
：稱
呼
は%
と
そ
の
：組
織
ハ
園
體

)
の 

;
;
;
:丨
.'
:
"大

小̂;
:

ぺ
ふ.に
_

.̂
'

ず
、
"
-:

•■
;

'

:,
!
t

宗
が
說
齓.田
« :

ー
渖
セ
む
苘&

に
6

批
と
礅
說0
日

本

經

濟

史

菌»

頁〕

宮
|

ー1

博
由̂

:.
:-■:

•'
.
.昏

、
來

芘

(『

袅

_

經

澈_

ニ
四|:
:
1
ー
茇
頁̂

©

最

田

萄
0>

本

逢

氏

族

制

度

』

ー
一
一
九
5

瀧
川
以
旣
出
法
调
史
.山
ハ
九
頁
这
务
々
包 

'
癖

大

卜

說

に
^

00

い
ば
か0 .
?
で
.な

く.、
：
上

古

旣

に

単

£

「

の
；
氏

が

各

她

に

分

敗

所

在

ぶ

た

.窜

を

認

む

ベ

く

、
從

：つ

.セ

货

が

：そ
.れ

肩

身

¥

經

濟 

:

m
立
.

を
！！

或
.じ
、.
經
濟
上
の
共
同
團
體
を
爲1,
た
も
め
.
で
な
ー
く
、

そ
.の
-m

位
と
み
る
ベ.き
，
も

の

は

、

そ

の

ぅ

ち

'忆
在
る

『

家』

で

あ

つ

先

ぇ
い

ふ 

V

’

./

.
 

;
、̂

.

田
^

士
D

m

l

i 參
^

-^

も
.
.の̂

あ

る(

^
.

田.
，

.
‘ノ
旣
出
書.

ー.
‘
4
 

..一

 一 '"-:.

•一.1

三
-F)

'
,

.

.

'

:

:. 

....,

ド'
r

若
し
.吾

れ

倚

がI

s

を

驅

つ

芡

類
#

荖

：_

中
に
飛
ん
で
行
く
な
ら
、
そ
こ§

れ
倚
は
：j

ゆ
る
5

の
中
、に
.一
つ
の
：祭 

壇
が
あ
り
、;.
.そ
の
祭
壇
の
：周
園
に
家
唉
が
集_

し
そ
居
る
0

を
見
る

で

あ
ら
ぅo
每
朝
彼
岸
家
族1

そ
0

爐

に

最

初

の

祈

，を

棒

げ

る

爲
 

,
め
へ
に
會
し
ジ
ま

.允
毎
タ
最
後
0

祈
を
捧
げ
る
爲
に
集
る0
:
晝
間
冬
矢
張
り
食
摩
を
谓
る
た
め
に
、
彼
等
は
其
處
に
集
る
の
：だ
が
、
そ
の 

，
食

事

は

祈

禱

士

灌

輿

の

後

‘

敬

度

な%

能

度

を

以

：て
：；初

め

ら

れ

る

。

而

し

.て

.何
ん
な
祭
鄯
を
行
ふ
に
も
彼
.等
は
父
祖
か
ら
傅
へ
ら
水
た

:
.讚
歌
:$
:

合
唱
ず
名
-:
0

:''
,
-,
- 

■,
• 

- 

、パ

■

'.
,

«

の

外

：
に

は
、
I

ぐ
隣
接
し
沱
姻
が
あ
れ
そ-の
中
に
ー
‘
つ
の
墓
が
あ
る
。
之
れ
が
其
の
家
族
め
第
ー
ー
の
世
报
に
於
け
名

>;
«

::
«

典
9

‘

：靨

に
.於
妙
る
1

碧

的

智
1

虞

1

"

.

七

七

(

_

>



. 

'

婚
溯
忆
.於
け
：么
：

1

馨

的』

4

瓧
會
學
的』 

. 

七
八
.

'
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七
\
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で

ぁ

：る
^

其

處

に

濰

代
,?
)

の
11

先
沘
集
ま
つ
ズ
共
に
笫.一:
1の
％

^
 

.引
き
續
き
解
噙
分
か
ち
得
ざ
る

「

家」

を
形
成
广 

| 

る

は

：
斯

べ

笫

洵

に

『

坐
.け

る

部

分

：の

家

族

：と

死

せ

る

郜

分

の

家

族

士

の

間

に

は

:;
'

憲

と

墓

場

と

を

分

け

る

ほ

ん

(0)

^
^
^
^
^

ぁ
名
ば
か
^

^
ぁ

爲
1

等

は

：

：

祖

先

を

呼

ん

で

彼

等

の

，
神

と

な

し

、

之

4
.に
依
つ
て
畑
は
稔
り
、
家
は
營
ぇ
、
心
は
淨
く
な
ら
ん
' 

.

. ^

と
^
願
ふ
た
め
^
あ
る
。

』

—

.

.
 

ゾ

-
、
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.
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.

.
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-
V 

i 

. 

• 
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.
•
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、
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.
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.
.
. 

. 

\ 

. 

.

';
へ
-
.
.
.
.
- 

.

.

.

.

.

.

.

馬

に

於

け_る

古

代

家

族

め

坐

：棍

を

：，

^

面
»

豫
的
に
描
出
し
て
、
讀
者
に
印
溆
せ
し
め
、
以
て
そ
の
诃
目
を
先
づ
直
觀
的
に
理
解
ず
し
；
 

:.

め
ん
と
^

た
記
*

の
：.；1
:節

で

ぁ

，
る

が

、
殆

ん

^

*

の

論

行

事

の

細

部

的

苴

て

ヴ#:
じ
%

%

4

^
十
ま
で
マ
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
姻
本
的
酣
目
，に
至
つ
て
は
、
_

ろ
全
ぐ 

.

符
節
を
合
じ
だ̂.
:の」

と
謂
ク
：て̂
;〜

.殊
に
そ
の
祖
先
祭
祀
を
中
心
と
し
て
、
.超
世
代
的
に
家
族&

活
§

む
0

精
神
は
^
く

#

1

 

馬
の
家
族
に
振
ウ
て
そ
；の.

，

の
极
本
的
載_

或
は
細
帶
を
な
す
も
の
セ.
#
る
と
等
し
.く
、
我
^

^:

在
^

\

^
然
:|
)
:
.
.で

病

つ

；
た

^

彼

等
 

は

死

と.

5
'

ふ

も

の̂

5
#
,

の

消

減

だ

S

は

寒

へ

缸

パ

で

、
、

.
寧

み.坐

命
0:

尊
な
る
變
化
に
過
ぎ
ざ̂

^
.g

と
信
じ
2

彼
等
ね
裡
に
は
輪 

廻
思
想
は
勿
論
天
國
觀
も
坐
じ
て
愛
い
。

『

荽

利

雙

、
，希
臘W

Q

f

沾

い

還

篇

へ

ば

、
靈

が
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20)
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
古
代
社
會
を
通
じ
て
、
神
治
的
、
宗
敎
的
、
、
或
は
呪
術
的
社
會
で

.あO
'

た
'こ

と

の

理

由

•に

就

い

て

は

今

钱

に

論

ず

る

の 

意
圖
を
有
さ
ぬ
が
、

r

そ
.の
窜
實
あ
り‘
た
る
'と
'と
に
就
い'て
は
，、

何

人

も

異

論

な

か

る

べ

き

と

こ

ろ

で

あ

る

。
か

ぐ

て

當

時

に

•於
け
る
家
族
態̂
 

成
の
上
に
そ
.の
古
代
人
の
宗
敎
的
傾
向
が
强
く
作
用
:^
た
こ
と
は
、
寧

ろ

常

然

と

い

ふ

べ

く
*

ま
た
原
始
上
古
に
於
け
る
經
濟
坐
活
上
の
必
要 

が

"
强

く

典

同

態

の

結

成

を

必

要

と
し
た
窜
情
に
つ
い
て
も
多
く
の
言
葉
を
要
せ
ず
し
て
人
の
認
む
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

0

然

も
こ
.

.

,

•れ
，等

の

も

の

が

、

一

は

理

性

的

文

化

の

發

展

に

'0

れ
、
ま
た
ー
は
經
濟
紐
織
の
變
遷
に
っ
れ
て
、
家
族
態
震
に
恂
つ
七
の
意
義
を
失
ひ
行
き 

'•
:

っ
\.

ぁ

る

こ

と

も

亦

認

む

べ

き

と

こ

ろ

と

耷

は

，ざ

る

々

得

な

.ぃ
50

こ
の
間
に
，在

つ

て

垅

較

的

常

に

か

は

ら

ざ

る

は

、
そ

の

心

理

的

要

因

で

あ

ら

•

五

t 

睞
に
し
て
家
族
態
が
最
も
初
元
的
な.

「

坐
活
鈕
織」 ——

r

社
會
組
織」

で
あ
り
i>「

經
濟
組
織」

で
あ
り
、

c
l
y

そ

の

機

構

の

，
一

部

と

し 

て「

婚
姻」

を
認
む
る
と
き
、
茲
に
十u
代
家
族
に
於
け
る
婚
姻
の
初
元
的
に
し
て
本
源
的
な
姿
を
見
る
。
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く
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故
に
合
せ
ん
と
欲
し
た
る
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に
も
非
t

宗

敎

及

法

雜

の

眼

杧

影

じ

龙

る

.婚

顧
 

の
效
艰
は
、
實
に
二
人
の
背
を
同
一
の
家
族
祭
祀
.に
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合
し
、
依
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重
大
な
效
果
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神
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事
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あ
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靈

に

於

か

汝

婚

姻
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パ
と
い
‘ふ

字

を

用

、
ゐ

大

邊

^

_

- %
^

馨
士
ぃ
ふ
意
味
を
含^ 0
觅
に
^

0
1
1̂

:0
云
.ふ
::
<
*
:
で 

ろ
に
從
へ
ば
、
極
く
古
く
は
、
希
臘
に
於
て
、
婚
姻
を
表
す
に
本
來
そ
う
し
た
意
味
よ
り
外
に
有
た
な
い
？
を

0

と
い
ふ
字
は
用
ゐ
ず

し
で
ほ
寧
な
物̂

聖
典
虼
.い
、
ふ

意

味

办
/

あ

0

1

と
'
.い̂

奮

_

な

愛

豉

廣
0
.。W

じ
'て
®

^

彼
等
め
婚
姻
締
結
に_

し

て

两

、神 

嚴
-

愼
is

を
極
’め
た
る
,̂

敎
的
儀
戎
を
伴
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
褀
情
は
羅
馬
に
於
い
て
も
，亦
同
じ
い

3

紀
記
ぞ
.の
他
75

典
5:
-通
覽 

す
る
寺
孤
遲
上
が
の
見
は
ソ
そ
の
圾
族
性
^

も
ょ
.る
か 
>
 
婚
姻
に
關
’
し
て
そ
れ
程
ま
ぜ
に
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し
ぐ
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X

暗
示
を
受
ぐ
'る
記
述
に
.遭
ふ

こ

と

，
が
無
い
や
う
で.、
ど
ち
ら
か
と
一

K

へ
.ば

、
こ
れ
等
の
_泰

項

に

_

し

て

多

分

に

人

11

的

、
為
然
生
義
的 

で

あ

傾

向

，は̂

の

讀

ぎ
-1
:

で
之
ル
と
誔
書
す
る>
記
述
に
.必
じ
も
衝̂

ら
ず
遭
遇
ぜ
し
む
る
で
あ
，ら
う
亦
、
2

ー
淡
も

かV
る
傾
向 

に
在
•ひ
て
做
1

、
決
>

て
婚
姻
^.

が
放
容
に
双.遛
せ
ら
れ
■
て
‘
'居

た

，
の

で

な

い

ど

と

を

が

が

て

と

が

||
1

來
る
.の
で
1
 

旣

に
.'
K

族
性 

に
就
い
、
て
芦
へ
ば
、
そ
の
神
話
に
，於
け
名
^

職
羅
馬
，の
神
々
乜
寧
ろ
多
分
に
人
血
的
で
あ
り
、
* #
■

人
の
所
謂
へ
レ
一
一
ス
チッ

夕

*

、 

ま
た
羅
馬.

の

現

實

、
王

義

的

倾

向

を

1
K

は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
，そ
の
間
に
在
つ
て
抑ほ
、
そ
の
十
|-
1
代
家
族
內
の
婚
姻
が
、
斯
く
も
神
聖
愼
重 

に

執

り

行

は

，れ

た

.
»

味
に
就
い
て
悟
る
，と
こ
ろ
あ
る
べ
き
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あ
る
o
.
' 

:
1 

•
. 

{

•
C2
V

旣
揭
拙
稿
®

姻

谈

式

の

公

示

性

』

胤

中

そ

，
の

 

一

一

ニ

ヌ

註
.?〕

參
照
0

'0

。&
^

3

,0
1?
. 

c

r

L
i
b
.

 

I
L

 

c
h
a
p

 

I
I
.

 

r 

r
.:9〕

ハ4〕

旣
揭
拙
稿
,0

本
誌
第
ニ
4

卷
第
ー
1
‘號

ー

〇

七

其

以

下

、

ー
丄
九
頁
。

同
一

」

八
镏
ー
ー
^

九
〇
頁
以
下。

-

の
；統
制
は
、
そ
力
自
然
的
崩
壊
の
過
程
^

從
弋
一
1
:つ
0

方
途
に
分
化
結
體
し
た
と
觀
る
こ
と
が
出
來
る
。
す
な
は
ち
"
氏

^
族
_
紫

ぬ

蓄

的

篇
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今
詳
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ぐ
は
論
ぜ
ず
。
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ぼ
前
掲
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1 

:

:
,

,

共
後
‘の
各
時
代
に
於
け
か
婚
姻
法
の
諸
说
定
が
有
す
る
意
味
は
、
そ
の
は
じ
め
養
老

•

火
赞
兩
令
の
规
定
-が
有
す
る
社
會
學
的
意
義 

，と

そ

の

趣

泞

を
！：！

じ

く

す

る

も

の

で

あ

る

が

、

我

■が
國
に
於
げ
る3

1

の‘
觀
念
が
最
も
獨
自
的
な
る.純
粹
.の
.
形
に
於
い
'て

形

‘成

叱

ら

れ
 

だ
と
*觀
るY

,

き
8

武
家
時
代
へ
：

一

德
川
時
代
の
，武
家
法
に
於
け
る
規
宛
を
'1

例
-と
’し
て
兹
に 

一#

ず
る‘
に
、、
抑
も『

武
家
.法
度j

に 

r

私

不

矿

締

婚

姻

事

』

：
禿

也

—

家
光
、
家
綱
、
降
つ
て
家
盆
等
ガ
敎
書
も
同
桡
趣
泞
マ
と
あ
り
、

.當
時
C

於
け
る
婚
姻
.が
#

し

た

形

式

的

要
 

'

仲

‘と

し

てば
、.
緣

紺(

^
姻
減
を
婚
姻
當
琪
容
の
兩^

^

^

め

ず

蒜

府

|€
!

提
^1

レ
^

そ
の
評
可
5:
!

受

く

こ£:
を
.耍
1>
.
--
\

..次
^

祝

儀
o
結 

納)

を
取
替
し
た
る
後
、
婚
姻I

娘
係(

即
ち
'祝
言(

紙
辩
式
名
擧
行
で
結
ぶ
の
で
あ
づ•た
が
'、§

‘
そ
の
®

^

的
要
仲
と
し
：て
ば
、
家
柄 

.•身

分
の
つ
り

合
ひ
に
懸
隔
な
き
こ
ど
、a

o

近
親
略
:̂
-
禁
じ
、
.適
齡
‘を
姑
，•め
.た
こ
と
^

を
擧
.ぐ
べ
き
で
あ
をo
'
以
上
は
諸
侯
、•

威

本
•に 

•つ
い
て
の
骐
で
ぉ
る
が>:
甑

士

の

場

务%•
精

神
に
，於
い
て
は
尤
ょ
权
 
>

，
事,®
上
略
同
様
Q

al
J

規
が
#

し
.た
.
の-I
^

O

Q

V
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.
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(

a

謂
‘ふ

窈

味

ゆ

、
，

■
本
！̂
的
氏
族
態
的
性«

に
離
る
\'

こ
ど
骹
4;

遠
く
、然
も一

方
後
‘のf

現
®

的
小
家
族』

，に
'至
る
•こ
と
ま
た
匙
だ
遠
き
の
#
。

(
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こ
の
場 
<
=、
.
祝
儀
へ
結
納〕

'は
夫
婦
關
係
の
始
期
で
、、
婚
儀
は
そ
の
^

成
期
、
，f
t

は
ち
視
儀
に.ょ
つ
て
生
じ
た
緣
女
、‘綠
夫
が
:,
'

視
f

i
 

.

.

‘
ょ
つ
'
て
夫
婦
と
な
る-の
，
で

あ

る

。
七

な

は

，ち

武

家

法

に

於

い

て

は

、

婚

姻

’霞

と

は"
：
即

視

言

(

結
婚
式，

>

 

の
：こ
，
ど
^

あ
.つ.た
'と
：

I

霞

な

け

れ

ば
 

へ

：
•
な
ら.ぬ
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婚

姻

儀

式

の

婚

姻

に

，於

け

る

意
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て
，
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拙
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ょ
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婚
姻
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！1*.坐.物
學
的

』

.高
收
會
學
的

』
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.
八.”

.

C

八
六
：

一
 

斯
く
の
抓<-
{し
.で
洵
に
賊
に
筆
者
の
本
篇
贮
所
闺
生
活

0
組
織』

と
し
：.て
：の
家
姆
的

_

態
が
、
％
_
織
，の_
股
に
つ
れ
て
そ
：の
'
;- 

一
 

價
値
を
減1>
'
、
そ
の
内
部
の
家
族
的
協
同
が

*
最
早
や
却
つ'て
坐
活
の
、
上

.に
寧
ろ
不
便
や
障
碍
を
さ
へ
坐
じ
來
る
に
つ
れ
て
、
共
同
態

の
範
阐
比
漸
次
縮
小
し
、
現
今
歐
米
亂
國
に
見
る
家
玟
^

^

の
如
,̂

そ
§

.

&

5
し

で

純

然

た

、
る

婚

姻

共

同

賭

0
:み
^

3

^
が
：如

菌:
'

一
 

も
の
に
茧
ら
し
め
つ
、
あ
る
今
日
に
於
い
て
も
。
尙
ほ
必
し
も
超

1«
:
-代
的
$

に
於
1
:
ざ
率
の
歡
貪
が
全
然
失
は
れ
だ
と
ー2\ふ
こ
ど
.味
.
'

:  

出
來
灘
いo
少
く
と
も
、
ぞ
の
棄
態
內
I
.婚
姻
共
同
隞
內
一
^
に
往
石t
t,
米
成
熟
壬
容/
養̂
育
關
係
的
於
い
マ
’臌
世
代
的̂'
. 

i  

な
る1
の』

を
全
然
淸
篇
す
る
，こ
と
‘は
不
ず
能
で
あ
る
？
我
が
邦
現
行
婚
姻
法
匕
於

.い
で
は
、娶
鍊
婚
の
駝
則
，を
明

#
し
パ
民
法
七
八
八
、 

八
呻
五
條

)

、芦
电
及
び
在
家
の
父
母
の
同
意
權

(

七
艽
〇
條
ー
、
ニ
項
乜
七
ニ
條

〕

を
規
宠̂

家
女
と
他
女
と
の¥:哪
を
設
呔̂
1̂
 

欠
を
他
女
に
比
し
て
2!
:
ず
る
の
風
を
有
し

(
ル
一
三
、
七
四
五
、
八
一
、
九

 <
1

ー
傲
其
他

)

、其
他
法
學
者
の
所
謂
•婚
姻
緣
組
性
の
表
現
を
多
。 

く
見
る
の
で
あ~っ
て
、
殊
に
入
夫
、
壻
養
子
の
規
ぞ

'
(

七
八
ル
條1ー
珥
.A
六
四
條M
項
三
號
ぃ
七
三
ー
ハ
、
七
三
夂
、
ガ
セ

0
、
九
六
四

—

 

九
，七
三
、
允
叫
七
條
其
他

)

を
有
す
る
の
は
茲
に
婚
姻
に
於
け
る
强
い
家
族
法
的
制
約
を
見
る

.の
で
あ
：る
。
8

^

^
、
呢
謂
家̂.
制
^
%
.
. 

に
於
け
る
婚
，姻
に
於
い
て
は
、
配
偶
奔
の
一
ガ
は
婚
姻
と
共
に
從
，來

o -
^
を
離
れ
て
佌
方
配
偶
者
の
家
に
入
る
の

'で
あ
る
。
斯
ぐ.て'離 

婚
あ
る
ぞ
で
は
、
配
偶
>者
の
死
亡
に
遭
ふ
も
‘そ
の
家
に
韧
る
を
以
て
原
則
，と
し
、
そ

0
家
.の
親
族
と
は\
自
己
の
血
族
に
於
け
る
.と
殆 

ん
ど̂

々
な
ぎ
關
係
を
以
て
紱
び
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
原
則
が
父
權
的
原

.則
と
結
ぶ
と
き
は
必
然
的
に
娶
嫁
婚
の
原
則
を
生

'ず
，べ̂:
で
.. 

あ
る
が
、
，之
水
淡
絕
對
に
徹
底
せ
し
む
れ
ば
、
女
の
直
系
率
爲
の
み
市
す
る
家
に
あ
つ
て
は
無
子
の
家
の
如
く
血
統
繼
續
を
全
然
擬
制 

的
手
段
に*
す
3
.の
外
は.無
い
逭
理*で
あ.る
°
抓
く
て
は
だ̂
女
な
る
が‘故
に
眞
實
血
緣
あ
る
も
の
|:
*
レ
て
、
擬
制
的1族
の.血
、統
に 

讓
ら
し̂
る
、
、家
系
着
承^面
0
か
^
ぬ
; ^
來
3:
曲
ぜ
る;5
:

女
は
必
ず
他
家
に
嫁
す
る
憤
し
で
あ
つ

:

■
 

'
'

■:
.
 

■
:
,

I

代
希
嘴
に
於
い
て
は
最
早
か"
る
場
合
に
は
女
子
は.

I
め
S

他
家
圮
嫁
ず
るI

 

I

族
が
相
續
人
と
し
て
家
と
財
産
と
を
受
く
る
と
f

、
右
の
女
子
をI

け
て
そ
S

_

■

 

^

る
が
、
ぜ
に
茲
ま
でS

ば
、
S

女
で
家
に
留
ま
P
、
I

夫
を
家
に
驵
へ
れ
ば.ょ
い
；
?

へ

乂

れ

る

や

い

び 

だ

滅

載

麵

贿

す

る

ゼ

あ

ら

う

。
而
し
て
こ
れ
I

に

一

乾

進

め

れ

ば

、
爆

篇

網

が

娶

嫁

婚S

則

湯

し
‘
H

し
許
#*
せ
ら
乏
や
う
に
な
る
の
も
、
亦
自
然
の
蕞
と
云ふ
べ
く
、
.我

が

邦

の

民

法

が
認
め
て
、
こ
れ
に
入
夫
婚
姻
を
許 

し
y

i

s

奪

ぃ

て

は
、
擧

_

に

迎

へ
I

れ

と

戀

U
.む
1

.

婚
姻
_

l l
i

女
の
父
母
と
：漬
 

疋
し
む
る
こ
I

規
定
す
る
の
は
、
之
れ
に
ょ
^:
て
、
寧
ろ
實
效
的
に「

家
-

」

の
存
f

得
.し
む
る
1

を
弄
昧
す
べ
き
で
あ
.る
。
'

3

,

婚

姻

暴

I

讓

合

が

、

雲
的
に
必
ず
子
f

結
果
す
る
と
云
ふ
こ
とI

。
而
し
て
‘
i

於
い
て
は
無1

婚
I

 

‘

1
セ

り

得

る

U

と
I

备

な

い

。
す
なI

擎

I

、

そe

婚
姻
I

s

l

m

い
。

叢

に

於

て

、
子I

I

る
婚
姻
I 

も

あ

り

得

る

。

乍

沖
こ

れ

は

婚
姻
に
於

け

る『

生
物
學
的』

な
る
も

の

が

、

十

ト

ノ

ミ

七

得

た

.る
繁
に
依
る
も
の
で
ん
つ
て

、

'

一

の

寒 

象
子
女
を
蟄
せ
ぬ
こ
と
は
、S

例
外
的
S

に
S

t

む
る
か
、
擎

別
&

.

理
f

冬

る

裏

的

、制
限
にI

し
め
ざ
る
を
得
ぬ
， 
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應
氣
备
民
族
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各
時
ぬ
|

1

?

丧
く
か
ら
婚
姻
が'法
的
'制
約
の
.對
象
を
爲
し
て
居
る
こ
と
はi

の
I

そ
れ
自
身
之
れ
が
一
の’ 

社
會
的
S

た
る
^
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が

、f

前
段
姑
く
觀
來
茗
る
が
如
く
諸
*
の
婚
婚
法
が
規
宛
す
る 

と

と

乞

も
•の
は
、
决
し

て

S

婚

姻

が

結

f

l

む
き
ろ
の
社
會
關
係
の■み
で
は
な
5

深
く
之
れ
等
の
も
の
に
就
い
て
考
キ 

な
L

れ
ば
、
婚
姻
が
元
來r

l

素

I

も」

と
い
ふ
I

の
立
言
を
導
き
す-る
.き

ろ

の

••も
の
あ
る
を
知
る
で
あ
ら
う
デ 

茲
I

姻
が
t

f

な
る
も
の
.
-と
は
、
婚
姻
は
本
来.
.？
I

皆
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n

a
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す
も
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し
て
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追
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t复

序

と
i

か
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I
も
.f

迕

い

ミ

さ
れ
f

慕

婚

姻

で
f

s

e

l
制

度

が

家

霞

寶

の
S

亲

I

養

及

度

f

就
い
て
も
I

に
述
.ベ
た
と
ほ
り
で
あ
る
。
難
し
，
倜
體
維
持
の
竟
極
の
目
的
は
.

1
の
雜
s

f

、
生
物
學
的
l

g

>
倆
體

u
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y
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U

け

し

て
l

r

有
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
社
會
の
初
元
的
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蠢
的
共
同
態

—

i

で
あ
つ
た
の
でi

故
に
嚮
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き
'
そ
れ 
I

I

_

■

が

I

故
の
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に
過
ぎ
ず
，
す
だ
は
ち
，
そ
れ
は
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そ
の
當
時
の
社
會
的
或
は
歷

f

求

を

菜

も 

U

過
き
ず
し
I

f
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T

木
l
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f

g

非
t

做
す
說
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の
如
I

I

の

考

ふ

る

き

拿
I

す
に
足
る
も 

.

な
い
。
菜

娇

雄

は

家

籠

のI

と
一
體
を
爲
し
て
生.じ
た
る
紐
織
で
あ
つ
て
、
前
記
の
諸
規
I

「

家
族
I

均
I
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ょ
、

t
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e

は
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I

I
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が
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